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日求諜類学会 』々 則

第 1条 本会は円本潔類学会と称する。
sl!;2条 本会は署長学の進歩普及を関り，併せて会員相互の連絡並に親践を図る乙と

を目的とする。
第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事撲を行う。

1. 総会の開催(年 1回〉
2. 藻類に関する研究会，講習会，採集会等の開催
3. 定期刊行物の発刊
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4'条 本会の事務所は会長が適当と認める場所におく。
第 5条 本会の事業年度は4月1同に始まり，翌年3月31日に終る。
第 6条 会員は次の 3種とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人又は団体で，役員
会の承認するもの〉。

2. 名誉会員(藻学の発途に質献があり，本会の遜旨に賛同する個人で，役員会
の推j務するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した個人文は団体で，
役員会の批隠するもの)。

第 7$;策 本会!こス会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込奮を
会長に差出すものとする。

第 8t条 会員は毎年会費800悶を前納するものとする。但し，名誉会員 C次条に定
める名誉会長を含む)及び特別会員は会践を重要しない。外国会員の会主主は3米ドノレ

とする。
第 9条 本会には次の役員を置く。

会 長 1名b 幹事者下名。 評議員若干名。
役員の任期は2ヶ年とレ重任するととが出来る。但し，会長と評議員は引続き 3期
選出されるととは出来ない。
役員選出の規定は別に定める。(付則第 1条~第4条)
本会に名誉会長を民く乙とが出来る。

第 10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の患を受けて日常の
会務を行う。

第11条 評議員は評議員会を階成し，会の要務に闘し会長の諮問にあずかる。評議長
員会は会長が招集し，またJ(::，r}をもって，これに代えることが出来る。

第 12条 本会は定期刊行物「泌類J~去年 3 回刊行し，会員に無料で頒布する。
〈付則〉

第 l条 会長は園内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める(その際評議
員会は参考のため若干名の候補者をHfii得する乙とが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りこれを指名委嘱する。

第 2条 評議員の選出は次の二方法による。
l 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50
名をi臨える地区では50名までごとに l名を加える。

2. 総会において会長が会員中Iより若干名を推薦する。但し，その数は全評議員
の1/3を越える乙とは出来ない。

地区制は次の 7地区とする。
北海道j也区。、 東~tJ地区。 i到来l也氏(新潟 ，長野，山烈を合む.)0 ~þ f)fl地|文(三重を含む)。
近滋地区。r.þl問 . f!!'I国地区。九州地区(~↑l総を含む〉。

第 3条 会長及び幹事は評議員を兼任する乙とは出来ない。
第 4条 会長およひ・地区j袋11¥の宵;議員に欠員を主主巴た弱合は，前任者の残余期間次

J話者をもって充当する。
第 5条 会員がパックナンバーを求めるときは各巻800円，分間}の場合は名号270円

とし，非会員の予約購読料は各号400円とする。
第 6条 本会員J]は昭和44年4月1日より施行する。



日本藻類学会昭和45年度大会についてのお知らせ

日本藻類学会昭和45年度大会として，下記のスケジュ ーノレで，講演，総会，懇親会をお

こないます。準備の都合上，参加希望者は9月30日(水)までに，〒657神戸市灘区六甲台

までハガキで連絡して下さい。茂聖子費E神戸大学理学部生物学教室

日 時 昭 和45年10月18日(臼〕午後6時-9時

愛媛大学教育学部，D会場会場 。松山市文京町 3

会総

2 

3. 

会
場

愛
媛
大
学
教
育
学
部

講演 ・尾形英二収キーノレ大学海洋研究所を訪ねて"

一一JL

会費 :500円

4. 

5 



“催しと消息"棚の新設

日本各地で本学会と関係のある催し，例えば或地方での採集会とか講習会とかが関かれ

た場合その模様等について街l投者日てさい。地名または会場名，期日，参加者数，前師名等

だけでもお知らせ下ざい。また地方中央を問わず会員が何らかの貨を受けたとか，標本の

まとまったコレクジョンがあるとか， ~枇21iの紹介とか， 会員相互の勉強や研究または親|陸

に役立つと思われる事柄を何でもお知らせ下さい。

「藻類懇話会」の開催

長らく中断されていた藻類懇話会が阪大および布l'大のメンバーで再開され 6月13日阪

大教養部で村上昭八氏の海産珪務 Phaeodactylumtricornutum についてと題する講演

をきき 8棚映画をみて，討論を行なった。参会者は15名。 ζの懇話会は不定期で今後も続

けられるととになっている。
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コンブモドキの生態と構造について

黒木宗 尚 * ・ 山 田家正*

M. KUROGI and 1. YAMADA : New knowledge of ecology and struc制限 ofAkkes妙hycus

lubricum YAMADA et TANAKA 

一見若いコンプに似ているが，分類学上はコンプ類と異なるコンプモドキは，山田・田

中1)によって厚岸から報告されて以来，長い間厚岸以外では採集されず，また厚岸におい

ても毎年出現するとは限らない珍らしい海藻とされていた。しかし黒木幻は厚岸の外に知

床半島においてもこれの存在することを報告し，その他の場所にもその存在の可能性をの

ベた。

筆者等は昨年も教室の他の研究員と共に引つづいて北海道東部の海藻の調査を行なって

きたが，コンプモドキの新しい産地を見つけ，大体の生育期も知ることが出来，またその

体の構造について新知見を得る乙とが出来た。

分布と生育期

一昨年の知床半島の調査に加えて昨年は根室半島の調査を行なった。断片的ではあった

が，知床半島の追加調査も行なった。

また学生実習の際に厚岸の調査も行なった。厚岸には昨年も多数生育していた。 6月29

日-7月 1日の調査である。 7月12，13日にも中原絃之君(北大海藻研究所)によって採

集されている。知床半島でコンプ毛ドキが昨年生育していた所を調査したのは6月16.17 

日， 9月10日である。 9月は潮が充分引かなかったので充分な調査を行なうことが出来な

かったが，共にコンプモドキをみつける乙とが出来なかった。

新しく見付かったコンプモドキの生育地は根室半島の先端部のノサ?プ岬である。根室

半島の調査は定期的に行なってきたが，コンプモドキの着生していたのは6月30日 7月

30日， 8月26日である。 6月初日には 1m前後の充分な長さに達し 7月30日にもなお多

数着生していた。 8月26日には着生数は少なくなり，またその大部分は1O-20CI/Iと短くな

っていた。なお6月以前は 5月18日に調査しているが，見付かっていない。また10月26日

にも夜潮の調査であったがみつからなかった。

乙の外，分布或いは生育期と関係して東邦大学の吉崎誠氏が昨年7月下旬釧路の近くの

昆布森で打上げを採集されたとのことである。また岡山大学の大森主義朗氏は1961年8月28

事北海道大学理学部植物学教室(和幌市泌十条西八丁目〉

τne Bul1etin of 1a問問eおcietyof Phycology， Vol. XVIII. No.2， 49-53， Aug. 1970 



50 藻類第18巻 第2号昭和45年 8月

日に厚岸で採集されている。

一昨年，昨年の調査及び吉崎氏の採集によると， コンプモドキは釧路或いは厚岸からノ

サ?フ。岬に至る太平洋岸と知床半島の東岸に分布していることになるσig.l)。根室半島の

北岸即ち根室海峡側では注意して調査しているがまだ見付かっていない。このような分布

を見ると今は調室に行けないが，千島にも産するのではないかと恩われる。或いは千島が

本場かも知れない。

生育期は，ノサ?フ。~I甲の調査を基にし，他を参考にすると 6月中旬頃から出始めて 8

月下旬頃まで生育しているのが普通ではないかと想像される。 6月から 8月までの月平均

水温を釧路の観測3)によってみると. 6月 9.00C. 7月 12.50C. 8月 17.00Cとな

っている。なお単子援は6月下旬 7月下旬. 8月下旬何れの材料にも形戚されていた。

1450E 

50N 

も
430N 

O 10OK1n 

Fig. 1 Map of eastem Hokkaido， showing four localities 

where Akkesiphycus lubricum were coIlected. 

①Akkeshi Bay，② C冶peNosappu of Nemuro 

Peninsula，③Moireushi and ④ Cape Shiretoko of 

Shiretoko Peninsula. 
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住旦監J量
ここで筆者等が新知見というのは，体の内層の細胞から菌糸状の糸が発達することと内

層の隣接する細胞の間の墜に連絡孔がある乙ーとである。

山田 ・田中(前出)によると，コンプモドキの体の構造は 2つの組織からなり，外側は

2， 3個細胞からなる短い同化糸が柵状に並んで皮層部を形成し，その内側は内方に向う

400μ 

A 

200μ 

B C 
Fig. 2 Hyphal filaments and pits on cell wall of Akkesiρhycus lubricum 

A-C Meddulary layer consisting of hyphal filaments in the lowest 

transitional portion of blade to stipe in cross(A， B)and longitudinal 

(C)sections， D-E pits on thickened cell walls in cross (D) and 

longitudinal (E)sections 
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に従って大きくなる細胞が柔組織を形成している。菌糸状の糸，細胞壁の連絡孔について

は何も述べられていない。

しかしコンプモドキの上部から下部に亘って調べてみると，上記の糸と連絡孔の存在す

る乙とがわかる。

菌糸状の糸は体の中央部の細胞の側面から中心部に向って横に或いは下方に発出されて

いる。初めは突起としてみられるが，次第に伸びて隠壁が出来，単列の長い細胞からなる

無色の糸となる。乙の糸は体の上部においては殆んどなく，あっても短い。下部に向うに

従って糸は多くなり，体の下部特に茎部に移行する部分において最も多く，縦横に錯綜し

て明際な糸組織の髄部を形成する(Figム A-C)。

連絡孔は体の内方の肥厚した援をもっ細胞でみられる。肥厚した細胞壁の所々が肥厚せ

ず，隣接する細胞が薄膜だけで相接している(Fig.2， D-E)。ζの連絡孔も体の上部或い

は表面に近い細胞ではみられない。

乙のような糸と細胞聞の連絡孔はコンプ類のそれらと似ている(広瀬0)。より近縁なも

のとしてはウイキョウモに同様なものが知られている(Fritsch6))。

山田・田中(前出)が上記の糸と連絡孔を見落したのは，コンプモドキは黒木(前出)

が前にのべたようにいたみ易く，組織がすぐこわれるので，恐らく組織のこわれていなか

った体の上部によって構造を観察したためであろう。

最後にコンプモドキについて色々御教示をいただいた山田幸男先生にお机申し上げ， ま

た調査に種々の援助をうけた根室漁業協同組合，羅臼漁業協同組合及び北海道立釧路水産

試験場 川嶋昭二博士にお机申し上げる。なお本研究の一部は文部省の斜学研究費補助金

による。

Summary 

Akkesiphycus lubricum， a shortly stipitate leafy large brown alga referred to Coilod. 

esmaceae， had been regarded as a rare species found at Akkeshi exclusively before Kur. 

ogi幻 reportedthe occurrence in Shiretoko Peninsula in eastem HokI坦ido.on the struct. 
ure， the plant is described by Yamada and Tanaka1) as being composed of two layers， 

outer cortical layer of short assimilating filaments and inner parenchymatous layer of 

co¥orless cells becoming larger and vertically longer inwards. 

The present writers obtained new knowledge of the ecology and structure of the spec・

ies during algal investigation in eastem Hokkaido・

The species was distributed on the Pacific coast from Kushiro or Akkeshi to Cape 

Nosappu and on the northeastern coast of Shiretoko Peninsula in eastem Hokkaido(Fig. 1). 

lt was collected during summer， from late June to .¥ate August， in the investigation of 

1968 and 1969. 
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τbe presence of hyphal filarnents and pits on cell walls were newly observed in anato・

rny. Hyphal filarnents are issued frorn inner cells to the center of thallus in cross and 

longitudinal sections， consisting of uniseriate elongated colorless cells. In the lower part 

of the thallus出eyare nurnerous and interwoven each other to forrn a distinct rneddulary 

layer (Fig. 2， A-C). Pits are forrned on the wall of thick walled inner cells(Fig. 2，D-

E). The hyphal filaments and pits are not developed or rare in the upper part of thallus. 

引 用 文 献

1) YAMADA， Y. and TANAKA， T.(1944) Marine algae in the vicinity of the Akkesi 

Marine Biological Station. Sci. Pap. Inst. Algol. Res.， Hokkaido Irnp. Univ. 3， 47-77. 

2) 黒木宗尚 (1968)コンプモドキ (Akkesiphycuslubricum YAMADA and TANAKA) 

知床半島に産す。藻類16，168-170 

3) 札幌管区気象台 (1964)新版北海道の気候

4) 広瀬広幸 (1965)藻類学総説。内田老鶴園，東京

5) FRITSCH， F. E. (1945)Structure and reproduction of the algae. 11. Carnbridge Univ. 

Press. London. 

アミジグサ目の形態発生

四 ヘラヤハズの四分胞子形成について

熊谷信孝*

N. KUMAGAE : Morphogenesis in Dictyotales. 

VIII. Tetraspore forrnation of Dictyopteris proli，了era(OKAM.)OKAM. 

アミジグサ税植物のヤハズグサ属 Dictyopterisの中で細胞学的に研究されたのはエソe

ヤハズ D.divaricata (OKAM.) OKAM.だけである。まず猪野1)が忍路湾産の材料で四

分胞子が発芽して出来た仮根細胞の分裂で n=16を明らかにした後，薮2)が同じ場所で採

集した材料の四分胞子嚢の成熟分裂において同数の染色体を確認した。しかしその後，熊

谷と猪野幻が瀬戸内海産の材料で四分胞子裂の成熟分裂を観察し n=32のものがあるこ

とを明らかにして以来，エゾヤハズには種内倍数性があるものと考えられてきた。

今回，エソ・ャハス・と同属のへラヤハズD.prolifera (OKAM.) OKAM.の四分胞子の形

成過程を観察したところ，前に述べたような関係を見出すには至らなかったが，柄細胞の

キ福岡県立田川高等学校(福岡県田川郡香春町中津原)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology，Vol. XVIII. No.2， 53-59，Aug. 1970 
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形成の方法が，石井，西椋，猪野らのがエゾヤハズで報告したものと全く異なることや体

細胞の染色体数が60-64であること，また四分胞子母細胞から四分胞子がつくられる際の

分裂が減数分裂であり，二価染色体数は約32であるととなどが明らかになった。

本文に入る前に本稿の御校関をいただいた岡山大学理学部植物形態学教室の猪野俊平，

大森長朗の両先生に深く感謝の意を表します。

方 法

材料は1964年と1966年の 8月に北九州市岩屋で，また同年の10月に宗像郡津屋崎町で採

集し，いずれもフォルマリン酢酸液 (40%forma1in 10cc， Glacial acetic acid 5cc， 95% 

ethyl alcohol 50cc， Distilled water 35cc)で固定した。パラフィン切片法によって10μの

切片としたのちハイデンハイン氏鉄明磐で染色した。

観 寮

(1) 四分胞子母細胞の形成について

四分胞子裂は各国j枝の中肋をはさんで点状または断続した帯状の胞子嚢群として形成さ

れる。四分胞子母細胞は表層細胞が2個の柄細胞 stalkcellを切り出したのちに生じる。

まず表層細胞が盛り上がるように大きくなるにつれて，核も急速に生長する (Fig.1-1)。

柄細胞の切り出しの最初の分裂は細胞の中央部で行なわれる (Fig.1-2，pl.I-2)。分裂によ

ってできる二つの核のうち表層側の核は大きく， 内側の核は小さなものになる。内側の核

はその後，細胞の最下部に押しやられ，細胞質をわずかに取り込んで隔壁をつくり，第 1

の柄細胞になる(Fig.1-3)。この柄細胞の核では染色性に富む染色糸と 1個の仁が明瞭で

あり，また細胞質では少数の色素体が見られ，液胞がよく発達している。表層側の核はひ

き続き次の柄細胞を切り出す分裂を行なう。乙の核は細胞の頂端側にとがった円錐形をし

ており (Fig.1-3)，この分裂の前期のあいだ中その形は変化しない。とがった極の側では

前期の初めから中心体と星状体とがよく発達しているのに対し，反対側では染色体がほぼ

完成する頃でなければ明らかにならない。紡錘糸の形成についてもそれぞれの極の側で差

が認められ， Pl. 1-3に示すようにとがった極の側では明際であるけれども，反対側では

まだほとんど形戚されていない時期がある。したがって，この時期には染色体は紡錘糸の

よく発達している極の側に集まろうとする傾向が強い。中期の初めの核は両極が核腔に陥

没したように変形するが，乙の陥没の現象は内側の極で著しい(Pl.1-4)。この頃には内側

の極でも星状体や紡錘糸が発達するので染色体は核腔の中央部に移動し並ぶ。核腔には前

期の終りから染色性に富む微小な穎粒が多数生じ，中期まで存在する。仁は前期の終りに

消失する。前期の終りから中期にかけて染色体は非常に小さな柱状になるが， この時数え

ることの出来る染色体は60-64個である(Pl.1-3)。核膜は後期の初めに消失する。極に移

動している染色体は互に連なったように見え (Pl.1-5)， 終期にはさらにその傾向が強く

なり (Pl.1-6)，核膜が再び形成される頃には， これらの染色体は 1個ないし 3個の仁に

似た形の塊になる(pl.1-7)。この分裂は細胞の中央よりやや内側で行なわれ，一核は巌初の
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分裂と同様，表層側に大きく， 内側に小さなものになる。内側の核はさらに下端に押しや

られ，少量の細胞質を得て第2の柄細胞になるσig.l-5)。表層側の核は球形で細胞の中

央部に位置し，その後さらに生長して四分胞子母細胞の核となる(Pl1-9)0 Pl. 1-8には3

個の核を示している。一番下のは最初につくられた柄細胞のものであり，中央のは次の柄

細胞になる該で，上の四分胞子母細胞になる核との聞に細胞質分裂が行なわれている。四

分胞子母細胞側では多数の色素体が見られるのに対し，柄細胞側ではほとんど見られな

い。四分胞子裂の申には3個の柄細胞をもつものが少数みられる。

Fig. 1 Forrnation of the stalk cell and tetraspore. x 230; 1.Growth of the surface cell: 

2. First division of the surface cell : 3.First stalk cell. Nucleus of the surface cell is 

coniα1 : 4. Se∞nd division of the surface cell to form tetraspore mother cell and seco・

nd stalk cell 5. Growth of tetraspore mother cell : 6. Metaphase of first meiotic divi. 

sion: 7. Prophase of se∞nd meiotic division 8. Mature tetrasporangium. 

(2) 四分胞子母細胞の成熟分裂

染色糸が明らかになる頃，核腔の中央部に位置していた仁は核膜に接するように移動す

る。次に乙の仁の近くに染色糸のノレーフ。が形成される(Pl.)[ -10)。ノレープは 1ケ所に集ま

ってつくられるものが多いが，仁のない側にもつくられる場合もある。シナフ。シス期の染

色糸は部分的に肥厚しており，またそれらの幾本かは仁と連絡しているように見える。ル

ープが解けると仁も核膜から離れ，核腔のほぼ中央部に位置するようになる(Pl.][-11)。

Openspireme期の染色糸はシナプシス期よりさらに肥厚するので観察が容易になる。やが
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て中心体が現われ，ディアキネシス期の初めには中心球と 1個の中心粒とが明らかになる

(PI. R -12)。染色糸はその後も肥厚と短縮を続け，ディアキネシス期の中頃にはX，y， 

Oなどの形をした二価染色体が観察される(PI.R -13)。両極は柄細胞の切り出しの分裂で

見られた程ではないが，核腔に陥没した形になり，それぞれの極の聞に紡錘糸が形成され

る。星状体は両極とも同じ程度に広く発達する。染色体は非常に短縮し，小粒状になって

赤道面に並ぶが，その数は約32である(Fig.1-6， PI. R -15)。核膜は後期の初めに消失す

る。後期の終り頃，極に移動中の染色体は互いに連らなっているように見える(Pl.R-16)。

染色体の移動が終り，染色糸に変化するにつれ，仁が現われる(Fig.1-7)。第ー分裂を終

えても細胞質分裂を行なうことなく，そのまま第二核分裂に入る。これまでの柄細胞の切

り出しの分裂と減数分裂の第一分裂は葉状体の表面に垂直に行なわれるが，第二分裂はそ

れに平行か，もしくは斜に行なわれる。赤道面に並んだ染色体の附近では紡錘糸が幾本か

ずつ集まって束になっているように見える。星状体は第一分裂程には明瞭でないが，中心

体は確認できる(PI.R -17)。第二分裂を終えると4個の核は，ほとんど等間隔に位置し，

それぞれの聞に細胞質分裂が行なわれ，四分胞子が完成する(PI.][ -18)。

考 猿

アミジグサ糾植物の染色体数については，Dictyota dichotomaアミジグサで MOTTI・

ERo)と WILLIAMS6) は n=16を，簸2)および熊谷，猪野7)は n=32を明らかにし， ま

た Dictyopterisdivaricataエソ・ャハズで猪野1)および鍍は n=16を，熊谷，猪野3) は

n=32を報告している。 Padina属でも同様の関係がみられ，P. pavoniaで CARTER8)は

n=16を，P. japonicaオキナウチワで熊谷，猪野7)はn=32を明らかにしている。 Zonaria

属では Z.farlowiiについて HAUPT9)の n=12という報告があるだけで推し量ること

はできないが，少なくとも Dictyota，Dictyopteris， Padinaなどでは種または属の

中に倍数関係のあることが考えられる。今回観察したへラヤハズでは半数で約32個であっ

た。はたしてζ の植物にもエゾヤハス・のような関係が見られるかどうかについては今後解

決しなければならない問題である。

核分裂をエゾヤハズと比較すると減数分裂の前期の終りに極が核腔に落ち込んだような

形になることや，前期の核にいわゆる chromophilousspheruleと見られる小球体が存在す

るものがある(PI.I-8)ことではよく似ているが，分裂装置，特に星状体や中心体の発達が

エゾヤハス.よりもよく，また核膜が終期の初めまで消失しないなどの違いが見られる。

アミジグサ糾植物のうちアミジグサ，エソeヤハズなどの胞子裂は2個以上の柄細胞を有

する。この柄細胞の切り出しの方法として，石井，西林，猪野屯は前の二種について表層

細胞の最初の分裂でできた内側の細胞が分裂して複数の柄細胞になると報告している。し

かしヘラヤハズでは表層の細胞から 1個ずつ切り出されてつくられ，柄細胞が再び分裂す

ることはない。このことからすると柄細胞の形成にはこの二つの型があるわけで，今後他

の種類がどの方法によるかを検討したい。
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Summary 

τ'he formation of tetrasporangium of Dictyopteris prolifera (OKAM.) OKAM.， was 

observed.τ'he surface cell of the thallus divided usualJy two times and cut off two stalk 

cells. In these divisions of the surface celJ， 60-64 diploid chromosomes were counted. 

τ'he uppermost cell grew up to the tetraspore mother cell. 

白1the first nuclear division of the tetras戸 remother cell， the synapsis stage and the 

diakinesis stage were observed釦 dabout 32 bivalent chromosom号swere coonted at the 

metaphase. At the pole， a centrosome in a centrosphere was c1ear and the aster developed 

well. The nuclear membrane was obscure at early anaphase. 

引用文献

1) INOH， S. (1936) On tetraspore formation and its germination in Dictyopteris， divari-

cata OKAM.， wi出 specialreferens to the mode of rhizoid formation. Sci. Pap. Inst. 

Algo1. Research， Fac. of Sci.， Hokkaido Imp. Univ. 1 : 213-219. 

2) YABU，H. (1958)On the nuclear division in tetrasporangia of Dictyopteris divaricata 

(OKAM.) OKAM. and Dictyota dichotoma LAMOUR. Bull. Fac. Fish.， Hokkaido 

Univ. 8: 290ー296.

3) KUMAGAE， N. & INOH， S. (1966)Morphogenesis in Dictyotales. V. Meiosis of te・

traspore mother celJ in Dictyopteris divaricata (OKAM.) OKAM. Bull. Jap. Soc. 

Phycol. 14: 1-8. 

4) IsHII， K.， NISHIBAYASHI， T. & INOH， S. (1959) Morphogenesis in Dictyotales. 1. 

Comparative 副 diesof tetras伊 reformation in Dictyota dichotoma (HUDS). LAMO・

UR.， Dictyopt，町ぜsdivaricata (OKAM.) OKAM.， Padina japonica YAMADA and 

P. crassa YAMADA. BuII. Jap.おc.Phycol. 7 : 37-45. 

5) MOTTIER， D. M.(1900)Nuclear and celJ divisi∞in Dictyota dichotoma. Ann. Bot. 

14 : 163-192. 

6) WILLIAMS， J. L.(1904)Studies in the Dictyotaceae. 1. The cytology of the tetras卯・

rangium and the genninating tetraspore. Ann. Bot. 18 : 141-160. 

7) KUMAGAE， N. & INOH， S. (1960)Morphogenesis in Dictyotales. n.臼1the meiosis 

of te回 sporemother cell in Dictyota dichotoma (HUDS.) LAMOUR. and Padina 

japonica YAMADA. La Kromosomo 46-47 : 1521-1530. 

8) CARTER， P. W. (1927) The life history of Padina pavonia. 1.百estructure and 

cytology of the tetras伊 rangiaIplant. Ann. Bot. 41: 139-159. 

9) HAUPT， A. W.(1932)Structure and development of Zonaria farlowii. Amer. Joom. 

Bot. 19 : 239-254. 



60 務類 第18巻第2号昭和45年 8月

ハイウスパノリの体構造と生殖器官について

H. MIKAMI : on the reproductive or，伊nsin Acrosorium yendoi YAMADA 

上 日出夫申

Acrosorium属は Hymenena， Cryptopleura， Botryoglossum， Rhodoseris及ぴ

Gonimophyllumの諸属と共に，コノハノリ税の Cryptopleuraクツレーフ。に分類されてい

る。

Papenfussつは南アフリカ産の Acrosoriumacroψermumについて，その生殖器官等を

詳細に調べ， Acrosorium属の諸性質を明らかにした。一方，日本に普通に産するハイウ

スパノリ (Acrosoriumyendoi)については， ζれまで胞子体のみしか報じられていない。

筆者は1967年以来，北海道日高東静内において，ハイウスパノリの雌，雄配偶体及び完熟

胞子体を得て，前記 A.acrospermumのそれと比較検討を試みた。その結果，幾つかの

点で興味ある相違を確かめることができたので次に報告する。本文に入るに先立ち，色々

と御教示を賜わった北ー大山田名誉教授に対し，深く感謝申し上げる。

体の構造について

体の一般的構造については，これまでに遠藤玖 山田町久稲垣島入及び岡村'6)等により

記載が行なわれた。即ち，体は縁辺又は裏面より生ずる糸状細胞の束 hapteraによって他

物に固着し，平臥又は斜上する。外形は頗る変化に富み， hapteraは屡々斜上部の枝から

も生ずる。体は縁辺部を除いて多層であり，ー般に 3-5層以上の正方形状又は長方形の

細胞よりなる。生長点は互生的に枝となる細胞を生じ，介生分裂が見られる (Fig.1)。

2 

*机幌大学(和幌市西岡243-2)

The Bulletin of Japanese Society of Phy∞logy， Vol. XVIII. No.2， 60-66， Aug. 1970 



三上:ハイウスパノリの体構造と生殖器官 61 

cp 

説
明

マ

叫

88均三:::;
~..ar"'-ー-co.3 

!?15:; 
¥..;jjt...ヘ

Figs. 1-10. 1， Apiα1 end of thallus. x 370. 2， Haptera. x 110. 3， Female thaI1i. x 1.5 

4-9， Stages in the developm咽 tof the proωrp prior to the formation of the auxiliary 

ceI1. x 370. 4-7， Surface views. 8， 9， Transverse se氾tions10， Union of carpogonium 

and auxiliary ceI1 (surfaαvi開).x 370. 

i ， initial cell ; a， b， c， segments of initial ; cy， cyst刀伺rp; cc， central ceI1; pc， pericentral 

ぽ 11;stc. 1mc， stc. 2mc， mother c定lIsof first and second group of sterile cel1s， respectively 

; sc， supporting cel1 ; cb.1， cb.2， cb.3， first， second and third cel1s of carpogonial 

branch， r'官spectively cbi， initial cell of carpogonial branch cp， carpogonium aux， 

auxiliary c坦11 stc. 1， stc. 2， first and s白羽田dgrou戸 ofsterile cel1s， r田pectiv官~Iy.

フ。ロカ Jレフ。について

プロカノレプは体の基部付近を除き，ほぽ atrandomにできる。その発生をみると先ず中

心細胞(α)より並層分裂によって周心細胞(pc)を生ずる(Fig.4)。 つづいて周心細胞から

第ー次中性母細胞(Fig.4， stc. 1mc)を分離する。周心細胞匂c)はやがて支持細胞(sc)とカ

ルポゴン枝をつくる細胞とに分割される。 Figs.5-9は受精以前におけるプロカルプの発

達経過を示したものである。即ち，カノレポゴン枝は4ケ細胞よりなり，著しく屈曲してい

て，カノレポコ・ン (cp)と支持細胞(sc)とは互いに接近して位置する結果となる。一方，カル
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ポゴン枝の発生中に支持細胞 (sc)から第二次中性細胞を生ずる。殆んど完成された受精直

前のプロカ/レプでは，第一次及び第二次中性母細胞は何れも夫々分裂して2ケ細胞となり

従って合計4ケの中性細胞が観察される。しかし，稀に Fig.7の如く第一次中性細胞が

3ケとなる場合も見られた。

Figs. 11-13.11， 13， Early stages in the development of the gonimoblast (transverse sec. 

tion). 11， x 230 ; 13， x 110. 12， Surface view of the sterile cells. x 370. cc， cent. 

ral cell ; sc， supporting cell ; cb， car伊 'gonialbranch ; au， auxiliary cell ; po， aperture 

of cystocarp; stc.l，stc.2，first and second groups of steriIe cells， respectively stc， 

steriIe cells fu， fusion cell gon， gonimoblast. 
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Figs. 14-18.14，15， Transverse section of later stages in the development of the cysto・

αrp. x 110. 16， Male thallus with antheridial鈎 rus.x 2.5. 17， Surface view of 

margin of antheridial soros. x 370. 18， Transverse section of antheridial sorus. 

x 370. 

ca，伺rposporangia fu， fusion cell stc， sterile cell po， aperture of cystocarp; 

w， wall of cystoαrp ; a， antheridia; am， antheridial mother cells; f， fertile zone; 

cc， central cell. 
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滋果の形成について

Fig. 10は表面観察によるカ/レポゴンと助細胞との結合を示したものである。受精が終

ると，助細胞(au)からゴニモブeラストの第一細胞が形成される(Fig.11， gon)o Fig. 13は

若いゴニえプラストの発達を示す。一方，受精を終えたフ。ロカルフ。の中性細胞は，かなり

長い間に亘って栄養補給のために働き，媛果切片中に，しきりにみられる(Figs.ll，12，14，

stc) 0 Figs. 14， 15はその後における護果の発達を示す。即ち，やがてゴニモプラストの基

部に一大癒合細胞(fu)ができてくる。乙の癒合細胞をつくるための基礎となるものは，完

熟した中心細胞(∞)，支持細胞(sc)，助細胞(ω)及び完熱中心細胞に隣接した中心細胞に

も及ぶものである。かくて多数生じたゴニモプラスト糸のそれぞれの末端細胞が 1ケずつ

の果胞子(α)となる。本種の霊童果は，体の基部並びに枝の先端部を除く体上に散在して生

ずる。一般に，枝の先端近くに生じたプロカ/レフ。は熟することなく終る。

Figs. 19-22. 19， Tetrasporangial thalli. x 1.5・20，Surface view of tetrasporangial sorus. 
x 110. 21， 22， Transverse section of tetrasporangial sorus. 21， x 230 22， 

x 110. 

f， fertile zone co，∞rtical cells prc， primary cells ; t， tetrasporangia. 

精子援について

精子裂は Fig.16に示すように，体の主部縁辺及ぴ枝の頂端下に，やや円昧を帯びた群

をなして生ずる。 Fig.17は表面観察による精子護群の発生を示す。精子母細胞 (Fig.18， 

am)は皮層細胞の垂層分裂によって生ずる。
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四分胞子援について

四分胞子褒群を生ずる位置は極めて変化にとむ。四分胞子嚢は，円形，楕円形又は線状

に群集し，体の主部縁辺，枝の基部両縁，更には体の下部より生ずる小枝上にも生ずる。

四分胞子褒は皮膚の内部並びに中心細胞からも発生する(Fig.21)。

考 察

ハイウスパノリについての以上の観察結果を， Papenfuss1lによる南・アフリカ産 A.acro-

spermumのそれと比較すると次のようになる。

台 ¥
A. acrospe門担um A. yendoi 

(Papenfuss， 1939) /、イウスノ〈ノリ

(1)体 の 構 造 体は基部を除き一層 縁辺部を除き多層

(2)プロカノレプの位置 体の若い先端部位に生ず 一般に基部を除き散在

(3)第一次中性母細胞 一般に受精に先立つ分裂なし 一般に分裂して 2ケとなる

(4)第二次中性母細胞 受あ精るに先立ち分裂することも 普通分裂して 2ケとなる

1(5)嚢果の位置 体の先端部に生ず 基部及び縁辺部を除き散在

(6)精 子 嚢 群 体の先端部に生ず 体の主部縁辺にも生ず

lげ)四分胞子褒群|枝の頂端下に一群をなす 主じ部，縁変辺化性，枝にの基部両縁等に生
! とむ

以上に掲げた諸性質のうち，ハイウスパノリでは(1)体が多層であること及び(2)-(4)にお

けるプロカルプの初期発生などについては，むしろめImenena属のそれに一段と類似し

ている。即ち， Wagner71 (Fig. 191)によれば，Hシmenenaのタイプ種である H.venosa 

(L.) KRAUSSのフ。ロカノレフ。では， 第一次及び第二次中性母細胞は，一般に受精に先立つ

て夫々一回ずつの分裂を終り，合計4ケの中性細胞を示している。この点について，ハイ

ウスパノリとの著しい符合が見受けられる。更にハイウスバノリにおける四分胞子袋群の

出現位置に関しては，既にのべたように，極めて変化性にとみ Acrosorium属本来のも

つ性質とはかなりの相違を示している。

Kylin句，9)はAcrosorium，Hymenena， Cryptopleura及び Botryoglossum諸属聞の区

別点として，その四分胞子製群の位置を特に重要綱した。しかし，既に山田10)により「…

…，but there are actually some specimens which seem to present transition forrns between 

themJとの指摘が行なわれている。従って，ハイウスパノリの分類学上における正当な位

置づけに関しては，上にのべた本種のもつ諸々の性質を手がかりとしながら，更に近縁種

との詳細な比較検討を侯つてのち，改めて報じたいと思う。
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Surnrnary 

1. The reproductive organs in Acrosorium yendoi YAMADA were described on both 

rnale and female plants were newly observed. 

2. The thallus of Acrosorium yendoi is composed of 3-5 layers of cells except at the 

marginal portion. 

3. Apical growth takes place by means of an initial which cuts off segments alternate-

ly on two sides. 

4. The procarps develop at random on both surfaces of .the thallus except at the base. 

5. The first and second sterile mother cells commonly divide prior to fertilization， and 

a total of four steri1e cells are produced. 

6. The spermatangia are formed in more or less roundish sori which develop at both 

the rnargin of thallus and the tips of the branches. 

7. The tetrasporangia are formed in circular， elliptical or often linear sori which deve-

lop at the rnargin of thallus， and the basal sides of the branches. Moreover， they 

develop even on the srnall branches at the lower thallus. Tetrasporangial initials are 

cut off from the inner cortical cells and also from the prirnary cells. 

引用文献
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H. MrKAMI : On the api偲 Is句mentationand the procarp 

in Laingia pacifica YAMADA 

61 

紅藻コノハノリ属 (Laingi・a)は世界に二種類のみを産するといわれている。そのタイ

プ宮である Laingiahookeri (LYAI.L)KYLIN (エュージーヲンド産)についての研究は

KYLIN1，幻， WAGNER3)等により既に行なわれ，一方，他の一種目本産 L.pacific官につ

いても，これまでに岡村私的，山田町)，及ぴ時国8，9)等によって検討が加えられてきた。

筆者は1968年夏より1969年秋にかけて， ~~海道日高織似町事院満地区及ぴ根室霊喜多布附

近において，本種の好柑料を手に入れ精査を試みた結果，興味あるこ，三の知見を得たの

で次に報告する。本論に入るに先立ち，校聞の労をとられた北大山田名誉教授に対し深く

感謝申し上げる。

生長点について

本種は主脈中肋上より新条を副出する。その生長点を検すると， Fig. 1およびFig.2 

に示したように，横に調節する頂細胞 (ac)をもち，しかも第一位の細胞列に明らかな介生

分裂が見られる。更に第二位の細胞測における頂細胞(Fig.l;i.2)はすべて縁辺に達し，第

三位の細胞列に属するものの一部もまた縁辺に到達する。

Figs. 1， 2. Apex of frond showing apical segmentation. x 370 
1-6......segments of apical cell ; a~" ・H・segments of apiαI cell of cell row of sec-

ond order ac."…apical cell; 
i.2， i.3..・H ・initialcells of cell rows of se∞，nd and third order， respectively. 

*キl腕大学(札幌市西岡243)

The Bulletin of Japanese Society of Phyl∞logy， Vol. XVIII. No. ?， 67-71 ，Aug. 1970 
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フ。ロカ/レプについて

本種のプロカノレフ。は雌性体上に生じた特別な小さい裂片(Fig.3，Fig. 4)の中肋部分に沿

って求頂的に形成される。しかし私の調べた範囲では，時に横側の周心細胞からも生ずる

場合が見られた。 Fig.5及び Fig.6は，普通の場合のプロカ/レフ。を生じつつある小裂片

の頂端部分を示したものである。ただし Fig.6ではプロカ/レプ以外の細胞図示を省略

した。さて，フ。ロカノレフ。の発生をみると，各々の中肋細胞(cc)より先ず周心細胞(pc)を分

割する。次に周心細胞(pc)から第一次の中性母細胞(stc.1mc)を分離する。殆んど時を同じ

くして周心細胞 (pc)は左右に二分する。その場合，一般に小形の方が支持細胞 (sc)であ

り，他の比較的大形の方はカノレポゴン枝母細胞(cbmc)となる。 Fig.7は殆んど完成された

ーケのプロカノレプを示す。即ち，カノレボゴン枝は4ケ細胞よりなり，そのうち基部より第

二番目の細胞が儀も大きく，かつ内容に富む。カノレポコeン枝は弓形に轡曲していて.その

為カノレポゴン (cp)と支持細胞(sc)とは互いに接近して位置を占める結果となる。カノレポゴ

ン枝の配列は，中肋に対して左右交互の方向に発生する傾向をもっ(Fig.6)。一方，支持

細胞(sc)からはこ組の中性細胞を生ずる。第一次の中性細胞群は二ケ細胞よりなり，一般

にだ円状もしくは腎臓形を呈する。これに対し第二次中性細胞は一段と小形で球状をなし

ーケの場合が多く，時に上下に分割されて二ケとなる場合がみられた。

Fig. 3. Thallus of cystocarpic plant. x 0.8 Fig. 4. Cluster of proliferations. x 28. 

cy.. ....cystocarp po...…aperture of cysto回 rp.
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c
c
c
 

p
c
F
 

stc.2!:1C cb.l cb. t 

stc.lmc 
6C 

stc.lmc 
cbmc 

Figs. 5， 6. Apical pa此 of female plant showing stages in development of procarp. 

x 370. Fig. 7. A procarp. x 370 

cb. 1， cb. 2， cb. 3・…..first，second， and third cells of ca中ogonialbranch， respectively ; 

cbmc……mother cell of carpogonial branch cc..... .central cell ; cp・-・…ω中ogonium;

pc...…pericentral cell sc...…supporting cell stc.1， stc. 2 ・・・・・・firstand second 

groups of sterile cells， respectively ; stc. lmc， stc. 2mc..... .mother cells of first and 

second groups of sterile cells， respectively. 

8 

10 日刊。
Fig. 8. Proliferation bearing young gonimoblast. x 58. Fig. 9. The same， more highly 

magnified. x 230. Fig. 10. Early development of gonimoblast. x 230. 

cc......central cell ; gon......g∞imoblast stc…..sterile cells. 



70 藻類第18巻 第2号昭和45年 8月

若い裂果について

カJレポゴンと助細胞との合体を確認することはできなかった。 Fig.8は若いゴニモプラ

ストを内包しているーケの小裂片(若い袋果)を示したものである。即ち，ーケの裂片上

に多数生じたプロカノレプのうち，ただーつのプロカJレプのみが受精を果し，そのままーケ

の褒果として発達する。若いゴニモプラストの傍に中性細胞群(stc)が見られる。 Fig.10

は，その後のゴニモプラストの発達を示す。

本種の嚢果は主として中肋及び側脈に沿った部分に形成される傾向が強い。しかも，共

通の基盤より発生した数ケに及ぶ小裂片が集まって房状 (cluster)を呈しつつ発達する場合

が多い。

討 議

KYLINlム}はコノハノリ税 (Delesseriaceae)の中に，次の諸点を強調して二亜税を設

けた。即ち，

iu1臨 eri蹴 フ…山沿っ也生蹴峨に関…細胞を

有し，第一位の細胞列に介生分裂なし。

Nitophylleae…・・プロカ/レプは体表に散在し，生長点は績に開館する頂細胞を有す

るものと然らざるものとあり，介生分裂をみる。

そして Laingia属は前者 Delesserieaeに配属された。ところが先ず本種(L.pacifica)に

おける生長点をみると，既に述べたように第一位の細胞列に極めて明瞭な介生分裂が見ら

れる。一方，Laingiaのタイプ種 L.hookeriについてのWAGNER3)の観察によると，介

生分裂は第一位に見られず，第二位の細胞列に存するとしている。次に本種 L.pacifica 

のプロカルプは，小裂片の中肋部分に沿って生じ，乙の点に関しては， Delesseri伺 e]If斜

のそれと基本的に変らない。プロカノレフ。を生するための小裂片は一般に数ケずつ集まって

房状となり，体上の主脈並びに側脈附近に多くを生ずる。しかも小裂片の各々はそれぞれ

ーケの饗果そのものに発達をとげていく。遂に裂果は球形に近い頭部をもったコケシ状を

呈するに至る。乙れに対し L.hookeriにおいては，袋果を生ずべき各小裂片は体上に全

く散在して生じ (WAGNER3】， Fig. 112)， しかもそれらが房状に集まる乙ともない。その

上，成熟した袋果は小裂片の一部としてその中肋線上にーケを生ずる(WAGNER，3)Fig. 

113)。

以上の諸点より判断するとき，コノハノリを依然として Laingia属に所属させておく

ことには，かなりの問題があると思われる。そこで将来.Kylin10)の言うDelesserieae亜

斜の中に，あらたに「第一位の細胞列に介生分裂をもっ」グループを設けることにより，

本種を位置づけるととも考えられる。しかし，筆者はいまだ L.hookeriの authenticsp-

ecimen並びに L.pacificaの完熟磁果， 四分胞子体等を見ていない。従って更に検討を重

ねた上で，稿を改めコノハノリの系統につき論じたいと思う。
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Summary 

1. The api叫 S噂 nentationand the procarp of Laingia pacifica YAMADA∞llect吋

at Samani釦 dKiritappu， Hokkaido were observed. 

2. The inter伺 larydivision occurs in the cell rows of the first order. 

3.τne procarps are formed acropetally on出ecentral row of cells (rnidrib) of the pr・

oliferations pr吋 lcedby the blades of female plants. 

4. In the material examined， however， pr∞arps are found not only on the midrib， but 

occasionally also on lateral pericentral cells. 

5. The pro伺中5consist of a four.celledαrpogonial branch bome on a釦 pportingcell， 

and two groups of sterile cel1s produced by the舗 mesupporting cell. 

6. The伺 rpogonialbranches generally arise alternately to right and left in successive 

S句評nents.

7.τne second cell of the ca中ogonialbranch is larger than the others. 

8. The first group of sterile cells is once divided. Whereas， the second group of sterile 

cells in general remains as the undivided mother cell. 

9.τne cyst∞arpic proliferations a問 mainlyformed along the veins， and are frequent1y 

bome in clusters of proliferations. 
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テングサ類の表皮細胞の

形態と配列

赤塚 伊 三武 *

1. AKA TSUKA: Morphology of the cortical layer of some species of Gelidiales. 

テングサ目内の諸属の分類形質としては繊維細胞(根様糸:hyphae ; rhizoidal filaments; 

Rhizoiden ; rhizines) の有無，護果の繕造，および外部形態上の差異が採用され，種につ

いては主として体の外部形態上の差異が用いられている。

しかし各属間および各種聞の識別にあたって前記の形質に基づく同定は困難な場合が少

なくないので，筆者は付加的な分類形質として有効な組織学的知見を求めてこの数年来研

究を続けている。ここでは3属8種について，現在までに得られた組織学的知見を体主軸

の中位部に限定して報告する。

体の表面，横断面，および縦断面を観察したが，横断面の観祭から新知見はあまり得ら

れなかった。

1. Gelidium amansii LMX.，マクサ;G. pacificum OKAM.，オオプサ;G. pusil. 

lum(STACKH.)LE JOL.，ハイテングサ一一表面観:表皮細胞は円形，楕円形あるいは角の

丸い多角形，配列は無秩序である(Fig.1)。縦断面観にでも表皮細胞は円形，楕円形，角

の丸い多角形を示し，細胞の長軸は体表に対して垂直となる(Fig.6)。 これらの傾向は上

記3種の植物に共通した性質である。

2. Gelidium subcostatum OKAM.，ヒラタサ一一表面観:表皮細胞は長楕円形，体軸

に対して直角に配列する(Fig.2)。 乙の特性は通常，主軸の基部で最も顕著に認められ，

主軸の上部や各校では観察されない場合がある。縦断面倒:体表に対して垂直に長く伸長

し柵状に配列する(Fig.7)。

3. Gelidium japonicum(HARv.) OKAM.，オニクサ一一表面観:大部分の表皮細胞は

角張り，その配列は局部的に 4細胞が一群となる特徴を示す(Fig.3)。また数個の細胞

がしばしば体軸にそって鎖状に速なるものが見られる。ヒラクサと同様(Fig.7)， 縦断面

観では表皮細胞は体表に対して垂直に伸びて栂状に配列する。

*東京水産大学水産植物学教室(東京都港区港南4の5の7)

τne Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVII1. No.2， 72-76，Aug. 1970 
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lU)J 

Figs. 1-5. Surface-view of superficial ∞rti回 Icells of middle part of main axis (upper 

side of each figure means upward portion of thallus). 1. Gelidium amansii 2. 

G.subcostatum; 3.G. japonicum 4.Pterocladia tenuis 5.Pt. nana 

Figs. 6-10. Longitudinal sections of cortex of middle part of main axis (upper side of 

each figure means upwarc1 portion of thallus). 6. Gelidium amansii 7. G. sub. 

costatum 8.Pterocladia tenuis; 9.Pt. nana; 10. Gelidiella acerosa. 

4. Pterocladia tenuis OKAM.，オパクサ一一表面観:表皮細胞は体軸の先端方向へ伸

ぴた卵形あるいは西洋梨形を示す(Fig.4)。縦断面観:各表皮細胞は，細胞の長軸が体表
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に対して斜めとなり，かつ体軸の上方側に向かっていく分伸長して噴形を呈する(Fig.8)。

この鳴形細胞は次項のチャボオパクサにも見出されるのでオパクサ属の形質と考えられ

る。さらに体表に垂直に位置した卵形の表皮細胞がところどころに見られ， この細胞から

体外に発出している毛が観察された(Fig.11)。毛は藻体の老成部では脱落する傾向にあ

り，脱落後には体外にわずか突き出た脱落疫が残される。表面観察の際， Toluidine blue 0 

による染色により，毛の脱落痕が環状に赤く染まり，母細胞は互いにほぼ等距離を保って

散在することが知られた。さらに同染色によって，毛の基部に橋円形の核が観察される場

合がある。

」」年」

11 

Figs. 11-12. Hair and hair rnother-cells 11. Pterocladia tenuis， transverse view 

12. Gelidiella acerosa， transverse view. hrn......hair rnother-cell， n..・H ・nucleus

5. Pterocladia nana OKAM.，チャボオパクサ一一表面観:体の先端部にくらべ中位

部は楕円形細胞が多く，卵形あるいは西洋梨形の表皮細胞は少数である(Fig.5)。縦断面

観:オパクサと同様な特徴をもっ菱形や卵形の表皮細胞が多い(Fig.9)。

6. Gelidiella acerosa(FORSK.)FELDM. et HAMEL，シマテングサ一一表面観:表皮

細胞はマクサ類に似た円形または楕円形であるが， 体軸に対して斜め方向に密に配列す

る。乙の性質は体の中位部よりも先端部において顕著である。縦断面観:表皮細胞は体表

に垂直方向にいく分長くなり柵状の組織を示すが，皮部第2層(表皮細胞層を第 1層とす

る)以上の細胞はその中間部分が少しくびれる傾向にあり，かつ細胞の長軸は体表に対

して斜めに位置する (Fig.10)。毛は主軸，各枝，筒勾枝の各表面観において観察された

が，凍結切片法による断面観察では，処理過程で脱溶するらしく観察できず，毛の母細胞

と思われる特殊な細胞が見られたのみである。乙の特殊な細胞は表面観察では体の全面に

散在しているが，横断面観では長い西洋梨形を示し，ー般の表皮細胞にくらべ長径は約二

倍ある(Fig.12)。これに対して縦断面観では，くびれが認められず卵形を呈する。

テングサ自にも毛が存在することは FELDMANN and HAMELl.2) が Pterocladia
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ca Pillaceaと Gelidiellalubricaについて報告したが，詳しい図は示されていない。

筆者が毛を見出した種もオバクサ属およびジマテングサ属のものであって， テンクeサ属に

ついては毛そのものは観察できなかった。

以上の結果に基づいて，若干の考察を試みたい。テンク守サ属 (Gelidium)とオパクサ属

(Pterocladia)との同定識別方法は DrXON3~. FAN4). FELDMANN and HAMEL2). Loo-

M路町. OKAMURA6)により種々論じられたが，それらの論議で着目された形質は主として

繊維細胞の分布性および簡部における細胞配列の緊密性の 2点である。しかしこれらの2

形質だけではどうしても不充分である。本研究により表皮細胞の形と配列とに大きな価値

をみいだした。その意義の判定にはさらに多くの種類についての観察が必要であろう。

なお DrxoN3).FANへおよびKYLIN7)が研究した，成体に至る体の生長様式の解明に

とっても，表皮細胞の形と配列に関する知識が手掛りを与えよう。

終りに，指導と校閲をいただいた岩本康三先生に厚く御干し申しあげます。また採集にあ

たって厚意を寄せられた勝浦水産高校の大簸健氏に感謝します。

Summary 

The structure of the cortical layer of the middle part of the rnain axis， with special 

reference to its shape and arrangement. is described on some Japanese species in the Ge-

lidiales. 

1. Gelidium amansii LMX.， G. pacificum OKAM.. and G. pusillum (STACKH.) 

LE JOL.一一一Thesuperficial cells in surface-view are circular or elliptic and irregularly 

arranged. and also circular or elliptic in longitudinal-view. 

2. Gelidium subcostatum OKAM.--The superficial cells are of elongated ellipsoid 

whose longer-axis are always perpendicular to the rnain axis of the thallus in surface-

view. But in longitudinal-view they are compressed and elongated. 

3. Gelidium japonicum(HARv.)OKAM.一一-The superficial cells in surface-view are 

somewhat angled circular or subelliptic in shape and are often arranged in a group of four. 

4. Pterocladia tenuis OKAM.--The superficial cells are elongafed oviform or pi-

riform in surface-view. In longitudinal-view， however， they are of beak-shape and are ar-

ranged obliquely to the surface of thallus. Hairs develop from ovoid cells which are 

dispersed on the thallus surface. Sometimes elliptic nucleus is observed by staining. 

5. Pterocladia nana OKAM. --Most of superficial eclls are ellipitic in surface-

view. In longitudinal-view rnany cells are rhombic or ovoid and are arranged obliquely 

to thallus surface. 

6. Gelidiella acerosa(FORSK汗 ELDM.et HAMEL.一一Thesuperficial cells in sur-

face-view are circular or elliptic， but arranged a Iittle obliquely to the long axis of the 

thallus. In Iongitudinal-view they are oblong. Cells beneath superficial layer are of 
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dumb.be¥l shape and are arranged obliquely to the tha¥lus surface. Hairs are observed. 

Above-mentioiled results suggest that the shape and arrangement of superficial ce¥ls can 

be adopted as one of taxonomic characters. 
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森:ホシミドロ糾植物における胞子形成

ホシミドロ科植物における

胞子形成についての二三の観察

森 通 保*

M : MORI : Observations on the spore-formation of鈎 meZygnematacean algae. 

77 

ホシミドロ税植物は分裂によって無性的に増殖するほか，有性的には配偶子聞に接合子

zygos伊 reを生ずるが接合の途中で配偶子が釘固に被膜を生じて単為胞子戸rthenos卯，reと

なる乙とも知られている。古くは Ro喧ENVINGE (1883)が SPI・rogyragroenlandica 

ROSENVINGEについて記載しているのを始め TRANSEAU閣はS.hyalina CLEV~ につい

て，また JAO(193めは S.polymorpha KIRCHNERについて観察しているほか， RAND-

HAWA2)は S.c加 densata(V AUCHER)ぬJETZ.，S. daedalea LAGERHEIMおよび Zy-

gnema collinsianumτRANSEAU， Z. c%urdae RANDHAWAについて記載しているが単

為胞子形成の理由については述べていない。また接合を経ずして無性的に不動胞子aplano-

sporeになるとともある。 TRANSEAU3) はホシミドロ属95種のうち不動胞子を生ずるも

の27種をあげてそのうち12種はこの種の胞子のみを生ずることを報じ，アオミドロ属では

311種のうち27種がこの胞子を生じ，そのうち7種は不動胞子のみによるとしている。ま

たRANDHAWA(2もホシミドロ属100種のうち，乙の胞子を生ずるものはお種で乙の胞子の

みで繁殖するものは12種で， アオミドロ属では315種のうち28種が不動胞子を生じ 7種

が乙の胞子のみで繁殖するとしている。

筆者もこれらの植物の生殖に興味を有し，熊本県の水田の資料を調査していた際，ホジ

ミドロやアオミドロの接合について観察し，特に単為胞子形成に関する知見を得たので，

その観療結果を報告する。起鐘にあたり有益な御助言をいただいて御校聞を賜わった神戸

大学生物学教室広瀬弘幸博士ならびに種名の査定について御瞳見をいただいた日本大学山

岸高旺博士に厚く御机申し上げると共に文献を貸与いただいた九州大学沢田武男助教授，

愛知学芸次学神谷平博士に御純申し上げる次第である。

観 察

ホシミドロ税植物の接合には並列した 2本の糸状体で相対する配偶子裂がその側面から

接合管を生じてはしご状接合 scalarifonn∞Isjugationを行なう場合と，同じ糸状体内で隣

傘熊本県立字土高等学校(熊本県宇土市古城町)Uto High School， Uto，ぬlmamoω

Pref. 

τbe Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol. XVIII. No.2， 77-81，Aug. 1970 
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り合ったものが互いに接合管を生じて側面接合 lateralconjugationを行なう場合とがあ

る。接合型の異常な例として雄性配偶子磁の側面に生じた接合管が雌性配偶子援の一端に

接合するものを TRANSEAU3)は Spirogyraborgeana TRANSEAU について観察し，

RANDHAWA2】は Zygnemahimalayense RANDHAWAについて記載しているが， 筆者

もS.weberiKUETZ.(1958.20/Apr. Fig. 9)について観察した。また同じ接合の仕方である

が雌性配偶子裂の側面に雄性配偶子褒の一端が接合するものをRANDHAWA2)はSirogoni-

um reticulatum RANDHAW Aで見出しているが筆者も同様なものをS.sticticum (Eng1. et 

Bot.) KUETZ. (不知火町浦上.1958.12/Apr. Fig. 11)で観察した。接合子は通常接合管で

連絡している一対の配偶子婆聞に形成されるととは云うまでもないが，まれには2個の雄

性配偶子袋がー個の雌性配偶子裂に接合することがある。このような異常な接合によって

生じた3倍性の接合子についてTRANSEAU8)は Sirogoniumsticticumで観察し.CLEVE 

は Sがrogyrahyalina CLEVEで，山岸のはS.castanacea COUCHについて述べている。

筆者の観察したのは字土高校内の小池で.S.setiformis KUETZ.(1958.8/Apr. Fig. 1)のは

しご状接合には同じ雌性配偶子媛に2個の雄性配偶子嚢が接合しているので形成される接

合子は3倍性であると考えられる。このような場合には正常のものより大きい援合子がで

きるようであるが， ζの接合子では巾は広くならないが長さは正常の 1倍半に達した。接

合子は長卵形で両端は丸いとされているが， ζのアオミドロの体に生ずる正常な接合子に

は同じ糸状体上にあるものでも端がとがるものと丸いものとがみられ，接合子のとがるの

は S.jugalis(FL. DAN.) KUETZ.の特徴とされているので山岸博士の御意見を求めたと

ころ，接合子は観る方向によって形がちがうととがあるものでこのアオミドロについても

とがっているものも方向をかえてみると丸いζとを確めていただいたのでKRmGER1)の意

見に従って s.setiformisとした。宇土市網田の S.decimina (MUELLER) KUETZ. 

(1959.2/May Fig.めでは2個の銭合管が1倒の雌性配偶子漢に接しているが接合は片方

の雄性配偶子援との聞にのみ起こり，もう 1個とは未接合に終っている。また不知火町浦

上の Sirogoniumsticticum (1958.12/ Apr. Fig. 12)にも同じ接合があった。これらは3

倍性の接合子形成の可能性を示すと共にその繊会が茜だ少ないことを示している。

次ぎに接合子の形が異常なものについて述べ度い。ホシミドロの接合子の形は球形に近

い形であるが角張って三角形をしているものが Zygnemastellinum (VAUCHER)AG.(八

代市.1951.May Fig. 16)にみられ，乙れには突起僚の膨出部を生ずるものがあった。膨

出部を生ずるのは接合管に面する側であるから Spirogyraspreeiana RABH. (Fig.l0)を

はじめ S.varians(HAssAL)KuETZ.. S. weberi KUETZ.などで， はしご状接合の場合

は側面に生ずるζとがめづらしくないが ZygnemaspontaneumNORDsT. (Fig. 15)にみら

れるように援合管の長いものに生じやすい。また Spirogyra weberi (Fig. 9)のような異常

接合では接合管が雌性配偶子遜の一端に接するので，膨出部は接合子の一端にできる。減

南町の Zygnemafanicum Lr(1959.25/Apr.Fig.13)には，はしご状に接合した接合管のと

ζろで大小の胞子が突起状の膨出部で連絡しているものがあった。そのうちで大きい方は
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雌性配偶子に， 小さい方は雄性配偶子に由来するものと考えられる。 RANDHAWA2) は

Zygnema oudhuse RANDHA W A でこのことを記載している。接合中に配偶子が被膜し

て各個に単為胞子となる例は鏡町の丘町eberi(1959 ， 19/ Apr .)ではいろいろの場合があっ

た。乙の S.weberi (Fig. 5)や宇土市の S.cleveana TRANSEAU (1959，3jMay， Fig. 7) 

o .30此
1-12~ 

o JO<<-
13-16~一一ー

Explanation of Plate 

1.今irogyrasetiformis(ROTH)KUETZ. A large zygote fertilized by two male game-

tangia. 

2-5， 9. Spirogyra weberi KUETZ. 2.Scalariform conjugation including two parthenos-
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pores in the female gametangium. 3. Lateral conjugation including a parthenospore 

in the rnale gametangium， two parthenospores in the female gametangium. 4. Lateral 

conjugation including two parthenospores. 5. Scalariform conjugation including color-

less， smal1er parthenospore in the male gametangium， larger parthenospore in the 

female gametangium. 9.Conjugation through end wal1 of filament， zygote exceedingly 

elongated and bearing a protuberance at its end. 

6. Stirogyra decimina (MUELLER) KUETZ. A female gametangium conjugates with 

two rnale gametangia and is fertilized by one of them， the other gametangium re-

mained unmatur. 

7. Sqirogyra cleveana TRANSEAU Scalariform conjugation including a parthenospore 

in each gametangium. 

8. Spirogyra varians (HASSALL! KUETZ. Scalariform conjugation including two 

parthenospores in the zygosporangium， globose aplanospore in the unconjugated cell. 

10. Spirogyra spreeiana R.ABENHORST Scalariform conjugation， zygote with a protu・

berance at its lateral side. 

11-12. Sirogonium sticticum(ENGL. et BOT.) KUETZ. l1.Conjugatoin at the end wal1 

of filament 12.A female gametangium connected to two male gametangia and is 

fertilized by one of them， the other male gametangium remained unmature. 

13-14. Zygnema fanicum Lr 13.Two parthenospores connected side by side by short 

protuberance. 14.Zygote with a long protuberance. 

15. Zygnema stontaneum NORDST. Scalariform conjugation including zygote with a 

protuberance. 

16. Zygnema stellinum(VAUCHER)AG. Trigonal zygospore bearing a protuberance. 

では，はしこ・状に接合した両配偶子重要内に大小の単為胞子が別個に分かれて形成され，前

者では RANDHAWA2)が報じているように雄性配偶子裂に生じたものには無色のものがあ

った。また雌性配偶子嚢内に二つの単為胞子が形成されたのは鏡町の S.weberiと宇土市

のS.varians(Fig. 8)とでみられたが鏡町のものには山岸めが S.castanacea COuCHでみ

ているようなはしご状接合 (Fig.2)と側面接合(Fig.4)ともにみられたが尚側面接合のな

かには雄性配偶子嚢内に 1伺，雌性配偶子畿内に 2個の胞子を生ずるものがあった (Fig.

3)0 RANDHAWA2)は S.daedalea LAGERHErMの単為胞子を観察して大きい胞子は雌

性配偶子に由来し，小さい方は雄性配偶子に由来するとの見解を述べている。

考 察

ホシミドロ糾植物が接合して接合子に突起様の膨出部を生ずるのは，はしご状接合では

接合管のある側に生ずることが多く，接合管の長いものにこれを生じやすい。この事実か
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ら考えると接合子の被膜の形成は配偶子の原形質の融合によって始まるものと考えられる

ので雄性配偶子が雌性配偶子嚢へ移動するとき，移動の遅れた部分が膨出することにな

る。 Zygnemafanicum(Fig. 14)の接合で大小の胞子が膨出部で連結するのは原形質の融

合が著るしく遅れたため雄性配偶子嚢の中に残った雄性核の周りにも被膜ができたものと

考えられる。それ故，雌性配偶子畿内のものは雄性配偶子護に生ずるものよりも大きいこ

とからすれば， RANDAWA2)が争irogyradaedaleaの単為胞子について大きいのは雌

性で小さい方を雄性としたことは正しいとしなければならない。

Summary 

Some observations were made on the spore.formation of Spirogyra， Zygnema and 

Sirogonium collected from Yatsushiro Plain， Kumamoto Pref.， Japan. 

Zygospores are usually formed between two gametangia through the conjugating-tube. 

τ'he lateral tube of gametangia is rarely fertilized a1. the endwall of filaments (Fig. 9) or 

two male gametangia conjugate to the鎚 megametangium(Fig. 1). In the scalariform con-

jugation， an abnormal protuberance often grows on the lateral side of zygospore and fa-

ces towards the male gametangium(Fig. 10). These protuberances are formed be則氏 the

zygospore-membrane begins to appear before the fusion of both gametangia is not per-

fectly perforated. When the fusion of nucleus is extremly slackened and the nucleus stilJ 

remains apart， it is considered that two spores may be form町iaround each nucleus con-

necting side by side by the protuberance(Fig. 13). 

Sometimes a parthenospore is formed in each gametangium or two spores together in 

the female gametangium. In the former the larger spore grows from female gamete， and 

the smaller spore combined with the larger one with a protuberance also grows in the 

male gametangium. The writer agrees to RANDHAWA's conclusion that female gamete 

makes larger spore and smaller spore becomes from male gamete. It was newly found that 

three spores are observed in the conjugation of Spirogyra切 eberi one of them separa-

tely in the male gametangium and the others together in the female sporangium. 
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ノリの化学組成と環境要因との関連について 1

富士川龍郎*・和田正 太 *

T. FUJIKAWA und M. WADA : Die Zu羽 mmenhangzwischen der 

chemischen Zusammensetzung von POψhyra und den Umgebungsfaktoren 1. 

ノリの生育環境とその化学組成との関連については，以前より研究されているが1)2)，

現在までの結果を，実際に漁舗にあてはめて，新漁場や新養殖法の開発をするととはまだ

困難な状厳にある。乙乙では環境とノリの化学組成との関係から得られる知見を漁場に応

用できる乙とを目標とし，予備実験的に主として照射光強度の差とノリの化学組成との関

連についてしらベた。

実 験 方 法

1) ノリ培養法 スサピノリ Porphyra yezoensis UEDA を材料とし，以下にのべる

通気法による多量培養を試みた。白色ポリエチレン製の水槽 (48X35X30cm)の対隔にパ

イプ(内径3mm，各水槽に2本)を入れて通気した。通気量は激しくして， ちょうどノ

リが波に洗われている程度とした。

2) 光室内自然散先のみにより，実験期間中は 10-14時におげる室内平均照度が約

7500/レックスになるよう調節した。特定の水摺の照射を制限するときは，黒ピエール幕で

その水槽の上面を被った。

3) 培護法 基本培養液として福岡県宗像郡津屋崎町の海岸の海水を炉過して用いた。

(d15=1.0257，硝酸態，亜硝酸態，アン毛ニア態N総量 2O-30rjl， 工場廃水による汚染

は考えられない。〉乙の海水に栄養塩を加える時は次の組成の原液を用いた。以下一つの

因子として栄養塩類というときには，乙の組成の液を指すものとする。栄養塩類第 1液-

KNOa， 409; KH2P04， 29; Na2HP04・12H20，29; HsBOa， 0.29; MnS04・7H20，

0.29 ;クエン酸鉄， 60吻;阻， 201曹;Na2Mo0402H20， 4昭 ;CoCI206H20， 2mg ; Znso4 

・7H20，2昭;印ぐrA・2Na，5.49;水， lt:同第2液ー臼S04・5H20，2.5mg;水，

II。
4) サンプリング培養を終ったノリは，貨でまいて堅くしぼって秤量し，fP過海水で

事九州大学農学部食糧化学エ学制(福岡市箱崎)Dpt. Food Sci. & Technol. Facult. 

Agr， Kyushu Univ.， Fukuoka， Japan. 
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5回，井水で2岡洗い，抄製して保存した。

5) 分析法詳細については続報めでのべる予定のためと乙では単に方法を列挙してお

く。 NaとKは炎治色度法， SはS04としてBaS04出濁法，PはP04として Gomori法， Fe 

tま0-フェナントロリン法Mnは過酸化銀法， SiはSi03としてモリプデンフツレー法，Ca

とMgはキレート滴定法，全窒素はDumas法，組灰分は500-5500Cで灰化秤量し，糖は，

稀酸易溶性糖(ガラクタンと仮称)，稀酸不溶アルカリ可溶性糖(マンナンーaと仮称)，酸

アルカリ不溶性糖(マンナンーbと仮祢)の 3部ケ分けア.それぞれガラクトーズ，マンノ

ーズ，マンノーズとしてフェノーノレ・硫酸法で定量した。表示は，猶以外は105-1100C乾

燥物に対する%，糖は無水CaC12上乾燥物に対する%である。

6) 実験回置 まとめて第1表に示す(培養終了時のノリの肉眼的観察を含む)。

わ 分析結果と解析化学分析の結果は，まとめて第2表に示す。乙の結果の解析は，

実験計画法の考え方を用いて，実験番号2，4， 5， 7と，同じく 3，4， 5， 6の2組

を，それぞれ直交表L4にあてはめ，グルコーズ添加とクエン酸添加の両主効果，及び光強

度とグノレコーズ，光強度とクエン酸の両交互作用を求めた。先強度の主効果は，上記2つ

の直交表から得られる先強度の主効果の平均値をとった。しかし表示を簡単にするため，

以上の主効果は各因子の各水準における推定平均値の形で，交互作用は 122 (但し 1=2

因子交E作用， 111 =-112=-121 =122)のみを示した。栄養塩類の場合は実験番号1，5， 

7の分析値がそのまま各水準の推定平均値となる。

乙の実験では実験数が少ないので，分散分析による効果の検定は適当ではない。そこで，

ある因子の効果を推定するのに用いた実験の全体の平均値をM，平均偏差を()，乙の実験。
における誤差の限界の相対値を e%として.s=一一x100なる数値を考え.s>2eならば

M 
その因子による効果がある乙ととした。乙の数学上の根拠は続報1)でのぺる。 t...l上の解析

結果は第3表にまとめた。

考 察

第3表において.sの大きい値が栄養塩類の列に集中している。つまり漁場でノリの組

成を左右する第1の要因が，そこの海水に含まれる栄養塩の濃度であり，反対に日射量の

差や，グルコーズ，クエン酸の添加，あるいはこれらの交互作用は， この実験で得られた

限りではあまり影響しないものと考えられる。またその場合， Feと Siを除いて，栄釜

塩類の第2第3水準聞の差の絶対値は，第1第2水準聞の差の絶対値に路絞して小さいの

で，天然海水の栄養塩の不足は，時間あたりに見れば第2水準(第1液200.1/45&添加〉

で十分補っているものと考えられる。

NaとK について;炎先先度法の精度はあまりよくないのと， Naには汚染の恐れも大

きいから.Naはs>8.Kは s>5を有意とするのがよい。乙の両者には，栄養塩類の効

果が大きく現われている。但しKの場合，s<5であるが， Kには汚染の恐れは佑較的すく

ないので，乙の値にある程度有意性を認めてよいと考えられる。これを認めれば， NaとK
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とは互いに括抗的に変化するものと考えられる。

光強度とζれとクツレコーズ添加の交互作用の両効果については Naの場合 Fが比較的

大きいが，前述のように誤差が大きくなりやすいので有意であるとは結論し難い。 Kは，

栄養塩類以外の因子の効果は誤差範囲内と考え得る。

Mgとcaについて;ノリはPの含量が比較的多いので， Caの定量値は誤差が大きくなり，

したがってMgにも同程度の誤差を生ずる。それ故栄養場類の効果もそれ以外の効果も誤

差範囲内と考えてよい。

Feは非常に汚染をうけやすい成分であるので，戸を明確には定め難い。しかしFeが葉緑

素合成や種々の酵素に関与していることから考えて，光とそれに関係した交互作用には何

らかの効果があるととは十分期待できる。

地1の分析精度はよいo s>3を有意としてよいであろう。従ってMn含量は，海水中の

栄養塩濃度と先によって大きく左右されるものと考えられる。また，光強度とクツレーコー

ズ，クエン酸との両交互作用も，s<3ではあるが比較的大きい。陥1が炭酸同化に密接に

関係しているから，これら因子の影響をうけている可能性がある。

Pについて;栄養塩類の影響は非常に大きい。天然海水中のPは微量なので， 乙の効果

の大部分は栄養塩として加えた P04-ーに依存していると思われる。光強度の影響も，分

析精度のよいことから考えて僅かではあるが認められる。

Sの変化の特長はすべての Pが小さいことである。つまりSは海水の組成変化によって

は影響をうけ難い成分と考えられる。

SiはFeと同様非常に汚染をうけやすい成分で， ζこでは論ずることをさけざるをえな

い。また粗灰分の測定誤差は 2~3%程度であろうが， s>5になるような効果は見られな

"¥0 

全窒素の分析精度は非常によいため，s>3を有意としてよい。全窒素には栄養塩類の効

果のみが大きくでている。このことから，ノリの全窒素量は， Pと同様海水中の窒素濃度

によって大体定まると考えられる。

糖類の分析に採用したフェノーノレ・硫酸法自体は，精度 1~2%といわれるが，分解拍

出操作の誤差を考えれば，ガラクタン，マンナン a，マンナンーbの順に精度は悪くなる筈

である。ここではガラクタンで e=2~3%とする。ガラクタンには栄養塩類の効果以外

は認められない。マンナンーaもマンナンーbも同僚である。栄養塩類無添加と200llltj45t添

加両水準間の差は，第3表よりそれぞれの糖で 18.1，0.54， 2.14%，総和20.78%，これ

に対して全窒素の同じ水準聞の差は，粗蛋白に換算(係数6.25とする)してー20.9%であ

る。故にノリでは，栄養塩(恐らく窒素化合物)が豊富な時には糖(主としてガヲクタン

)が減少し，かわりにほぼ同じ量だけ粗蛋白が増加すると見なし得る。

糖と密接に関係がある筈の光照射は，効果が意外に小さい。これは本実験で光照射の水

準聞の差が小ざかったことと，培養期間が短かく，ノリの生長が少なかったためと考えら

れる。
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本実験のノリ培養は，福岡県漁協連合会津屋崎ノリ採苗所で行なった。同所長山崎征興

氏と，培養実験の指導をして頂いた福岡県庁水産課富士川謬氏に厚く感謝いたします。

Zusammenfassung 

勘fanhat groserunengen Algen， Porphyra yezoensis UEDA， mit der Luftung kultiviert 

und也Lberdie 14 chemischen Bestandteile diejenige Alge analysiert. Aus diesen Re釦 Itaten

sind wie unten erwante Haupteffekte und Wechselwirkungen auf jeden Bεstandteil nach die 

h止weiseder Versuchsplan凶19ausgerechnet worden. 

1) Der Haupteffekt der Beleuchtungsstarke war in di飴 emExperiment unerwartet klein. 

Aber der Haupteffekt hat sich in stark beleuchtendem Fall auf Mn positiv gezeigt. 

2) Der 出 upteffektder Hinzufugung der Glukose oder der Zitronensaure war auf jeden 

B民 tandteilim Bereich des Fehlers. 

3) Der 出 upteffektder Emahrungssalze war hervorragend. Durch dieser Hinzuf首gung

zunehmende Bestandteile waren K，陥1，P und Gesamtestickstoff， dagegen waren die ab. 

nehmende Na und Zucker. 

4) Die Wechselwirkung zwi吋lenLicht und GI叫蜘e，ω，wie開 i討lenLicht und Zitro・

nensaure zeigten sich beides nur auf die durch Licht eingewirkten Bestandteile， Na und 

Fe， verhaltnism富島iggros， doch auf die ubrigen klein. 
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第 1表 ノリ培養の実験配置

欝l先照射強度 栄養塩類溶液*グJレコーズ添加 クエン酸添加|競議員襲

1 制限せず 1 加えず 1 添加せず 1 添加せず 1 色うすくざらざ

2 午個後由」の二面み告白埴獲う 2 200ml/451 2 18mg/451 2 .1/ 1 
色らはし黒た感いがじつや

なし

3 ィク 2 。 2 添加せず l 9mg/45t 2 2よりはややよ
い

4 。 2 グ 2 .1/ 1 添加せず 1 つやよく柔い

5 制限せず 1 イタ 2 .1/ 1 .1/ 1 中味2強位く全実験

a

u

n

，。。
.1/ 

1 .1/ 2 グ 1 9mg/45& 2 

1 .1/ 2 18吻/451 2 添加せず 1 

1 600111//45/ 3 添加せず 1 .1/ 1 

あ

よ

い

や

も

ょ

っ

最

は

は

中

り

り

験

よ

よ

実

3

2
り
全
い

ィク

.1/ 

実験条件;材料・・・スサピノリ(福岡県宗像郡神湊産，昭43-3-2採取)，

1倍養権当り85g投入，培養期間12日，水温130C内外

事栄養塩類第1液役入量，第2液は実験番号1以外に40/11&添加，

表中の1，2， 3はその因子の水準

第 2表 各成分合量(対乾燥物%)とノリの収量(g)

実番験号 Na K Mg ca Fe Mn P S 

1 1.33 2.80 0.325 0.654 12.7 xl0-3 3.11 xl0-3 0.258 2.24 
2 0.98 3.24 0.306 0.574 12.6 4.31 0.678 2.30 
3 0.90 3.13 0.297 0.557 12.6 4.45 0.694 2.21 
4 0.88 3.14 0.305 0.585 14.4 4.17 0.675 2.27 

5 0.86 3.02 0.187 0.597 12.6 4.83 0，729 2.21 
6 0.79 3.09 0.282 0.603 20.0 4.69 0.716 2.19 
7 0.72 3.01 0.294 0.563 16.4 4.59 0.713 2.27 
8 0.74 3.16 0.305 0.573 18.3 4.65 0.713 2.34 

実番験号 Si 組灰分 全窒素ガヲクタンマンナンーaマンナンーb 収量

1 54 xl0・2 16.9 3.14 57.9 7.90 5.16 103 g 
2 21 19.2 6.50 41.4 6.63 2.95 78 
3 27 18.1 6.78 40.3 6.81 3.50 84 
4 34 18.5 6.57 40.4 7.12 3.53 70 

5 26 18.6 6.49 39.8 7.38 3.02 92 
6 32 18.3 6.36 37.9 6.90 3.44 87 
7 35 18.3 6.17 39.0 6.61 3.35 86 
8 40 18.1 6.32 38.6 6.34 3.68 87 
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第 3表 各成分の各水準推定平均値〈対乾燥物払収量はめ

五=昔叫曲'.，:平均悩車・ M'雌にmいた掛金悼の平均蹴

|先…民|作吋加
底 分 舗毘せず午睡世う 阻"'45t

一醐!県聾趨 m詮;誕内判明臨
9句145t 600・l/451'JIXJtt.t/.a51 0 グルヨーズ タzン酸

O.民拘 O.町。 。町五=2剖.担 J=07.• 00剖，i=~:~:国
~=6.0 五=1.2 点=1.4

K 3.04 3.16 3.13 3.岨 3 U 230 岨 3.16 田 2. 曲~ I.!=~ 但曲8 I -0.0甜
~=2.1 p=0.7 ，5=0.5 ';=4.3 I ，5=0.89 I ';=0.64 

M. o却8 O.却4 0.300 O.坦6

調伊…」plAfAE';=2.6 ~=0.7 

白 0.51樋 Pa0z-52商 O.田'F=O2.田9I 0.5血 8Z01•• 却01 0.573 D.担 O.曲 E。0!.蹴~ I ，;;~:I醐S 
';=5.2 1，; 

F. 25.4jB=136..5 e 24.5F2133..5 6 16.3pa2'3-.5 4 18322.6A=22171F-=L20405-Za15 ado-s 

ゐ』 414F245..掴1 4.45 4.剖 4.57FE40.剖8 4国 4曲 3.11 I 踊|。…..
';=0.6 ~=17 1';=2.1 ， ;;=2.3 

P 0.7.国 PE。S.-6081 O.個7 O.前抱 。.柑7FZe0m2zs M3  0m  =o揖調 =。0ー.蜘曲 1ゐ 0刷
~=0.5 ';=36 i ';=0.69 I ';=1.1 

s 2.盟
FE2U.-揖91 2.坦 2.24 2.却

15=20..29 4 2.3.1 2.21 p=~:~ i .. ;;;g:~抱 5一=0@•• 曲34目
~=1.0 

畠 甜.0F=甜1•• 9 9 盟 .0F=甜3.61 掴 .5FE掴eJ-2 掴 .8 26.2 p=国盟.9 -5.副 -3.21 xlO-a 
1=19 点=11

温灰卦 28.5 F=180 •• 6 34 18.8 18.6 18.2Ha182 •• 0 6 18.1 18.6 16.9 0.25 F-=00 •• 0123 5 p=0.5 ，1=3.6 ，1=1.3 

金盛諜 6.担 RE61..681 6.35 6.国 6.57 6.国 6.担 6.49Ha327 .14 月=00•• a97 抱 -0.0田
F巴 1.5 p=0.3 p=1.3 

ガラタタン 39.1 40.6 40.2FZ400..2 2 39.1 40.1 38.6 39.8 ，;:!rå~3 0;48 0.45 
P=1.9 li=1.3 ，;=1.2 ';=0.11 

マシナシ唱 7.07 6.昭 6.62 7.盟 6.掴 7.詣 6.3-1 1365278.冊0 F=。1•• 00 7 
-0.11 

';=1.1 ，8=4.5 F首 2.8 ';=3.3 

マンナン占 3.21 3.38 3.15 
F=31.甜9 

3.47 3.28 3.68 3.02 5.16 
P 2 00 •• 坦町 。.043

β=2.6 P=2.9 p.=甜 ~=o.冊

収 盤 国.3FE758A.5 ll 担.0 F2801 •• 0 61 田.5 81.0 87 92 
F10=3 6.4 F234 •• 5 3 

4.8 
';=2.7 ~=5.7 
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最近のプラシノ藻綱の研究 C]l) 

堀 輝三人千原光雄料

T. HORI and M. CHIHARA : A review of the recent 5tudy on the Class 

Prasinophyceae (11) 

CV) プラシノ藻網の各藻類群の電子顕微鏡諸形質:

MANTON等12，13，17)によると，プラシノ藻綱 (Prasinophyceae)は， (1)細胞壁 (cellwall) 

を欠き， (2)葉緑素bをもち， (3)鞭毛は鱗片(5cale)でおおわれており， (4)遊定期 (motile5t. 

age)の細胞は一般に unmineralizedscalesでおおわれている。

一方， PARKE21)は，イギリス海産藻類のリストの中でフ。ラシノ藻類にLoxophyceae(Ch. 

ristensen6))を含めているが， Loxophyceaeには鞭毛鱗片 (flagellarscales)のない Pedin.

omonasI6，32)， Micromonas pusillaI5)， Nonomastix3めが含まれているので，Prasinoph. 

yceaeを定義するための評価形質は更に注意深く選ばれる必要があろう。ここでは一応プ

ラジノ務網の分類形質の一つであるu鞭毛鱗片"が電顕的に明らかにされている種類のみを

扱うことにする。次に本綱の種類の形質を表5にまとめたものを掲げ，以下各属各種の形

質について説明する。
表 5 フ。ラシノ藻綱の各属の諸形質

i孟三位笠J陶httlhmγ|…勺 l陶寸FstニlhM:;11拍勺

備考
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ミトコン ドリア

根占t
ピレノイ ド

図3Micromonas squamata. 

a 細胞構造

b.細胞 ・鞭毛鱗片

(Manton and Parl但，1960より略写)

( 2 ) Nephroselmis gilva細

胞表面も 2本の鞭毛も Micromonas

squamataと同じようにただ 1層の

( 1 ) Micromonas squamαta本種はフ。ラシ

ノ務綱の中では最も原始的な種類として知られ，

鞭毛鱗片が一番最初に知られた種類でもある。

その細胞表面は， 蜘l妹の巣に似た刻み目模様の

ある，ほぽ 6角形あるいは丸形の量生状鱗片(直径

0 . 1 5~0 .4μ)(図3 ， b) の l 庖でつつまれている。

鞭毛にはまた小毛(hairs)がみられる。特に先端部

には他の小毛より少し長い3本の小毛がみられる

ことがあるが，これは鞭毛の末端部の表層物質が

様2js:作製中にとわれてと り去られたために，外に

i1出してきたものとも考えられている。

摩動
4五

鱗片でつつまれている。鱗片は縦 腹面

毛のものも細胞表面のものもともに

~蜘の巣模僚の特徴がある。 細胞表

面の鱗片は多少とも 8角形線状(約

0.23μ) (図4，b) で，鞭毛鱗片にみ

られるようなとげ状突起(spine)(長

さ約0.2μ)はない。一方，縦毛鱗片

は6角形盤状(約0.22μ)(図4，ピ)で，

その腹面には中心から横に伸びた突

起がある(図4，c)。 さらに特徴的

なことは鞭毛は縦に 9列に並んだ

鱗片でつつまれており ，これが鞭毛

内部のいわゆる収9十 2"構造と対応

C' 

背面

図4 Nephl.oselmis gilva 

a， a¥細胞構造。b 細胞鱗片。

C， c' 縦毛鱗片。

(PARKE and RAYNS， 1964より略写)
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した関係にある16)。鞭毛には小毛がみられる。

2本の鞭毛は細胞の尖った部分から出ている(図4〆)。鞭毛上には多数の早落性小毛

をつけているが， ζれは Micromonasや次に述べる Pyramimonasでもみられる。前記

のごとく， N. gilflaの鞭毛鱗片はとげ状突起をもっており，Micromonasにはないけれ

ども鱗片の配列状態は両種ともに全く同じである。一方，乙の点を後で述べる Haloψh-

aera16)と比べると，その配列ばかりでなく，鱗片のかさなり合いのパターンまでがN.

gilvaと完全に一致する。

以上のような点から， N. gilvaは Micromonasと Pyramimonasとの聞の系統的な

ギャップをうめるものと考えられる。

@ 

@9 
e fg 

@・

Ielek
@口一一白

m 

図5Pyramimonas spp. 

a:細胞構造 b，c， e: P. grosiiの細胞鱗片。 d，f: P. grosiiの鞭毛鱗片。 g，h， h'， 

j: P.amyliferaの細胞鱗片。 i，k: P. amylぴeraの鞭毛鱗片。 1，m， n， p: P. aff. 
obovataの細胞鱗片。 0，q: P. aff. obovataの鞭毛鱗片

(a: MANTON， 1966より， b-q: MANTON， OATES， and PARKE， 1963より略写〉

( 3 ) PllramimonaB Bpp.乙の類は前2属と異って，細胞面および綬毛が2層の鱗片

でおおわれていることが特徴である。個々の鱗片は，次に述べる Halosρhaeraによく似

ている。 Pyramimonas属の 3種類の鱗片を図5に示す。細胞基層*鱗片は3種ともに中

事 2層以上の鱗片層でつつまれているときには. 乙ζでは一番内側の鱗片層を基層とよぷ

ζとにする。
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心が陥没したほぽ4角形の小形鱗片である(約0.07μ)(図5，e， j， p)。その上をそれぞれの

種に特有な特徴をもった四角形 (0.3-0.5μ)あるいはνース様鱗片がっつんでいる(図5，

b， c， g， h， h'， 1， m， n)。特に箱型4角形盤状鱗片(P.aff. obovata) (図5，1)は特異的で

ある。

鞭毛の基層鱗片は小形の円形乳頭状突起をもった形態である(図5，f，k， q)。その上を

妹蜘の巣模様の盤状鱗片がっつんでいる (0.33xO.3μ)(図5，d，i， 0)。これらの鱗片は中

心から横に伸びた棒状突起(長さ0.33μ〉をもっている。その反対側には2個の陥没穴が

ある(P.grosii and P.山町Ilifera)(図5，d， i)。
鞭毛鱗片は Haloψhaer;zや N.gilvaと同様に9列に並んでいるのが特徴である (P.

grosii)。鞭毛数は通常4本であるが (P.grosii)， 8 -16本(P. amylifera)のこともあ

る。鞭毛の基部から先端まで小毛をもっている。これは，菌類などでいわれる，いわゆる

ttFlimmer"とは性質を異にした小毛である。

a 
C 

@一白
d 

@ 
g 

図6Halos phaera spp. 

a:細胞構造 b， c， d， g:細胞鱗片

e，f:鞭毛鱗片

(a: Parke and Adarns， 1961より， b-g: Manton， Oates， and Parke， 1963.より略写)

(4) Halosphaera spp.不動性緑藻の Halosphaeraはその生活史上の 1ステージに

Pyramimonas様の遊走細胞(図6，a)をつくることが明らかになった初。

乙の類の遊走細胞は通常4本の鞭毛をもち，小毛もそなえている。 しかし分裂速度が早

いときには，細胞が小形化し，鞭毛も 2本あるいは 1本に減少することがある。このよう

な状態にあるものは，その起源を知らなければ M. squamata と見誤ることすらある。

細胞面をおおう鱗片の形は非常に変異に富んでいる。一番下の基層には小さい四角形の

鱗片 (0.1，..以下)(図6，g)が並んでいる。最も外側には第3の層として νース様盤状鱗片

(図6，d)がみられ，その聞には，中心部が深く落ちこんだ鱗片(直径約0.3μ)(図6，c)や

落ち乙み場所とその面積が不定な鱗片(図6b)等がある。
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鞭毛上には，小形の鱗片(直径約0.4μ)(図6，f)が螺旋状に密に配列しており，その上

を丸形または 6 角形の盤状鱗片 (0.25~0.27μ) (図6，e)がおおっている。その配列は N.

gilvaや Pyramimonasでみられたものと同じ9列配列である。

(5 ) Heteroma8tix spp.この属は2本の不等長鞭

毛をもち，小毛をその表面につけている。細胞商は少な

くとも 2層の，形態を異にした2種類の鱗片でおおわれ

ている。内側の層は小形の4角形盤状鱗片(約0.07μ)

(図7，d)がすき間なく列をなして並んでいる。その上に小

形の星型鱗片(約0.1μ)(図7，c)が，上記の 4角形盤状鱗

片相互の隣接点をおおうように並んでいる。更に，乙の

層の上に第 3 の層として大形の星型鱗片 (0 .4~0.6μ)

(図7，b)が存在する。

鞭毛もまた2層の鱗片層でおおわれている。基層は細

胞鱗片のそれよりは少々来型の小形盤状鱗片である(図

7，e)。その外側を小形の星型鱗片がおおっている(図7，

f)。乙の星型鱗片は細胞表面と同様に，基層の盤状鱗片

相互の隣接点の上に並んでいる。

H. longifilisでは，第3の大形星型鱗片がない。一

方，淡水産の H.angulataでは，細胞・鞭毛ともに，

3層からなる鱗片層でおおわれている。 H rotundaの

細胞面と鞭毛上とにみられた基層の小形鱗片は Pyra.

mimonas可}でみられたものと全く同じ種類のものであ

る。また，詳細な点における Heteromastixと Pyra-

mimonasおよび Haloψhaeraの Pyramimonas-stage

間
切
d

決
f

米
c

⑧
e

図7Heteromastix spp. との類似点は非常に大きいから，これらの属の聞の系統

a:細胞構造 b，c，d:細胞鱗片 近縁性は明白であり，少なくとも一つの共通なグノレ{

e， f:鞭毛鱗片

(Manton， Rayns， Ettl and 

Parke， 1965より略写)

フ。(Class)の中にまとめることができる判。

( 6 ) Me808tigma viride乙の種類は非常に特色の

ある形をしているので(図8，a)，少数でも容易にその存

在がわかる。 2本の鞭毛が船のマストのように立ち，細胞は幾分非対称なイカダのようで

ある。

細胞面は 2種類(時には3種類とも考えられる)の鱗片層でつつまれている。基層とし

ては小形の船型盤状鱗片 (0.3xO.2μ)(図8，e)が数層並んでいる。 この鱗片は鞭毛ピット

(細胞前端の鞭毛が細胞から出ている凹状部のζと)の中まで分布している。乙の基層の

上には，他のどの種類でもみられていない非常に特異な形態をした一層のバスケット型鱗
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片(高さ0.61'， 内口径0.5μ)，(図8ム c，d)がすき間なく，鞭毛ピットの側面を除いた細

胞面全体をおおっている。

b ([断面図〕

ン
ピレノイド

⑨ 。
a 

図8Mesostigma viride. 

a細胞構造 b，c:細胞鱗片 d:細胞鱗片の配列 e:船型細胞鱗片 f:細胞・綬毛鱗片

。1anton，1965.より略写)

第3のタイプの鱗片は船型盤状鱗片よりもずっと小さい(巾0.03μ〉やや菱型である(図8，

f)。この種の鱗片は細胞の後半分には分布せず，細胞の前半分で，船型鱗片層のさらに下

の層として一般に散在配列をしている。乙の鱗片層はまた船型鱗片と鞭毛ピットを裏釘ち

しているプラズマνンマとの聞で基層を形成している。乙の鱗片層は更に2本の鞭毛の末

端にまですき間なく広がっていて，いわゆる鞭毛鱗片となっている。

鞭毛上には，繊細な hair-points以外には小毛はみられない。

鞭毛ピットの性質によって，乙の種類はプラシノ藻綱の中では Pyramimonasに最も近

いように息われる。

図9Prasinocladus marinus. 
a:細胞構造 b:ピνノイド構造 c，d:鞭毛鱗片

(Parke and地 nton，1965.より略写〉
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( 7 ) Pra8inocladu8 marinu8本種はプラジノ藻綱のタイプ種であるが，本種もそ

の生活史上の 1ステージに遊走細胞(図 9，a)をつくる。乙の遊定細胞は上に述べてきた種

類 0.......6)とは非常に異なった性質をもっている。すなわち，細胞表面には，いわゆる

細胞鱗片はなく，代りに外皮鞘(出制)が細胞をつつんでいる。乙れにはセルロースが含ま

れていないので7.11)(C IJを参照)，一般にいわれる細胞壁 (cellwall)と同じに考えるこ

とはできない。固着期の細胞は2....... 数層の外皮鞘でつつまれている。乙の外皮輸は鱗片と

同じくゴノレジー体に起源をもっ小さい粒子の凝縮してできたものである13)。

遊走細胞は4本の鞭毛をもっているが， 2本ずつ組みになって行動するようである。鞭

毛は小毛をもち， 2層の鱗片層でつつまれている。一つは盤状鱗片で(図9，c)，他は棒状

鱗片である(図9，d)。

またピVノイドに大きな特徴がみられる。すなわち，細胞の後半分にある葉緑体の表層

部に，細胞の前端へ向かつて位置したビ νノイドには，それと向いあって隣援する核の一

部が運河状に侵入している(図9.b)。この部分ではピレノイドをつつむ葉緑体膜と侵入し

た核の核膜とが密着しているので，核の内容物の一部がピνノイドの中に完全にはいり込

んでいることになる。次に述べる Platymonas震においても類似のピνノイド構造がみ

られるが(図10，b)，そこでは篠の侵入はみられず，細胞質がピVノイドの運河状陥入部

をうめているだけであり，プラγノクラズスとはこの点で異なっている。さらにプラシノ

クラズスでは， ピvノイドマトリヲクスとその周囲をかζむデンプン舗との聞には 1層の

チラコイドがあって両者を区別しているが(図9，b)，Platymonas (P. suecica and P. 

tetrathele，13) and P. subcordiformis32))ではとれがみられない。

Plasinocladusの鞭毛でみられた'1、形盤状鱗片は， Pyramimona， Halo.<phaera. Het. 

eromastix，などの数種でみられた鱗片一一 ζれらの種類においては， いずれの場合も外

層鱗片層の基層として存在する一ーとは実質的な区別はできない。 Pyramimonasと Ha.

losphaeraとではこの小形態状鱗片の上に，大形の外層鱗片が一般に9列に並んでいる。

一方，正念teromastixでは，外層鱗片は小形の星型で，基層側、型鱗片相互の隣接点の上

に配列している。との点はプラYノクヲズスでも同様である。両者の異なる点は，Heter-

omastixの星型鱗片が isodiametricであるのに対し，プヲシノクラス・スのそれはelongated

である点だけである。

( 8 ) Platllmonao Spp.乙の種類の解剖学的諸性質は前記のプラジノクヲズスと非常

によく似ている〈図10，a)。遊走細胞は特に似ているので， これら両者の属の分類は主と

して不動泳期のちがいにおかれている。すなわち，プラシノクラズスは回着性で有柄であ

るが，プラチモナスは単にその綾毛をひっとめるだけで，本質的には未変化のままであ

る。

4本の鞭毛は小毛と鱗片でつつまれている。鱗片は2種類あり 2層になって並んでい

る。基層は小形の4角形盤状(約0.05μ)で，角は少々丸昧を帯びている。縁がもりあがっ

ており， 中央に突起がある(図lO，d)，外層は小形の昼型棒状で，基層鱗片相互のつなぎ
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図10Platymonas spp. 

a:細胞構造 b:ピレノイド構造 C: theca slit hairs d， e:縦毛鱗片

(Manton and Parke， 1965.より賂写)

自の上に配列している(図1O，e)。

95 

フト

slithairs 

細胞は外皮革自でつつまれている (図1O，a)。不動泳期には細胞全体が外皮鞘で完全につ

つみ込まれてしまう。すなわち，鞭毛が細胞から外へ伸び出る部分(鞭毛ピットの底辺部)

一一これを外皮鞘スリットといい，鞭毛の通る部分だけ輸に孔があいているーーも閉ざさ

れてしまう。その時にはとのスリットを閉じた外皮輔の表面に太い曲った多数の毛(theα

slit hairs)がみえるようになる(図10，c)。これはプラチモナス属 (P.tetrathela and P. 

suecicのではみられるが，プラジノクラズスでは全く欠けているので12)，乙の性質は僅少

ながらも一つの分類学的な相違であると思われる。

プラシノクラズスの項で述べたように，プヲチモナスとフ。ラシノクヲズスとの両者の主

要な差異はピνノイド構造にあった (図9，b，図1O，b)。 この属のピレノイドは細胞質の侵

入をうけているが，それがただ一方向からのものと(P.tetrathela and P. suecica)，多方

向からのものと(P.convolutaのがある制。一方，この属では通常ピνノイド・マトリッ

クスの周囲をデンプンがとりかこんでいるが， デンフ。ンが全く存在しない種類もある (P.

impellucida)37)。その場合には，電顕的にもその存在を認めることは非常に困難であ

る。しかしピレノイドの基本構造は他の種類と同じである。

(編集部注) 文献は千葉先雄・掘輝三:最近のプラシノ藻綱の研究(1)潔類18巻 1

号， 33-42， 1970に合併して掲載してあります。
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台湾およびポル トガ、ノレにおける

オゴノリの多産地

瀬 木 紀 男*

T. SEG[ Districts of abundant growing of Gracilaria in Formosa and Portugal 

筆者が台湾及びポノレ トカソレを先年訪問 した時，天然にオゴノリ Gracila円 ave，"rucosa 
(HUDSON) PAPENFUSSが多量に産する地域を視察し得たのでその概要をど紹介する。

第二図 オゴノリの乾燥

石垣の堤防上に延々として

一面に多量のオコマノリが乾

燥させてある。(合商にて

筆者撮影〉

*三重県立大学水産学部(津市江戸締二丁目)

第一図オゴノリの採取

竹製の筏に乗って池中にの

り出 し， 揮でひっかけて採

取する。筏の上にはすでに

採取されたオゴノリが積ま

れている。(合南にて筆者

撮影)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vo1. XVlII. No.2， 96-98，Aug， 1970 
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(1) 台湾の多産地

台南の水産試験場を蓑柏(島氏 (1有国農村復興聯合委員会漁業組， 台二I~ J C R R水産課勤

務)と訪問した際，連俊国氏(台南試験場長)，黄清雲氏(同試験場技師)の案内でその

附近一帯(安南区上城子鹿耳門渓，下線制，四草湖附近)を視察したが，ζの辺見渡す限

り広漠たるサバヒ ー (習し目魚 Chanoschanos， milk fish，日本にはない)の養殖池(蹴

泣く)が果てしなくつづく。その広さ 1万8千加に及ぶという。その一部の池にオコさノリが

多量に養殖されている。乙の養殖は極めて簡単で，オゴノリを切断して池に一面にばらま

いておけばやがて乙れが伸長して大きなオコノリに成長するのでそれを採集するのみであ

るという。採取されたオゴノリはすべて日本に輸出され寒天原料にされる由である。

第四図海岸に'f.l~まれた

オゴノリ

牛車で集められたオゴノリ

は海岸の一角に山と積まれ

ている。(ポノレトカソレにて筆

者撮影)

(2) ポノレトカソレの多産地

第三陸lオゴノリの採取

湾内の海岸一面に多量に打

揚げられたオゴノリを二頭

立の二輪牛車に鋤でのせて

運搬する。(ポノレトガノレに

て筆者撮影)

時刻惨 事

欧州で最も古い大学として有名なコインプラ大学 (1585年創立)から Prof.A. FERNAN 

DES と採集技師 ANIBALDOS SぇNTOS 氏，運転手 MANUEL CARDOS ALVES 氏と

共にリスボンに向って大学の車で出発した。途中，近持写真家が訪れるので有名になった
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ナザレの保護地，漁村を通過してしばらくすると S1ioMartinho do Porto という漁村に

着く。ととは湾内の奥にある漁村であるが，ζの辺一衛の海岸には驚いたことに見渡すか

ぎり一面にオコeノリが多量に打揚げられて雌積している。之を二頭立の二輪牛車に大きな

鋤でつまみあげて採取する。とれも全部日本に輸出されるとのζ とである。

モナ コ海洋博物館の海藻展示

海} 木

T. SEGI : AIgal exhibit at Monaco Oceanographic MUSellID 

コU
4
す
川

男*

込幽ド

モナコ海洋博物館の海藻展示

前面には紙に附着させた踏葉標本を

ならべてあるが，後方には各種の花

瓶に海藻類を貼付し美しく展示され

ている。(モナコにて筆者撮影)

筆者が有名なモナコ海洋|等物館を先年訪問した時，海藻関係について， 本邦では未だ見

られない興味ある展示があったので御紹介する。即ち紙上につくられた普通の脂築標本の

展示の他に，乙こでは，写真に示す如く種々の形をした陶磁器製の白色の花瓶に， アオノ

リ Enteromorpha，アサクサノリ Poψhyra，イトグサ Polysiphoniaを表面に夫々附着

させて美しく見せている。ヨーロッパ式のいかにも芸術的な着想として興味深かった。

カ ー ン 女史の来学

瀬 木 紀 男*

T. SEGI : Mrs目 KHANLEWMANOMONT's visit to Prefectural Univers】tyof 

Mie 

タイ国バンコクの国立カセサ大学水産学部講師カ ーン女史 (Mrs.I<:HAN LEWMANOM 

ONT)が昨年10月中旬ユネスコから招糊されて務類研究のため新装なった本学を訪れた。

キ三重県立大学水産学部(津市江戸橋二丁目)

The Bulletin of Japanese Society of Phycology， Vol xVlIl. No.2， 98-99，Allg. 1970 
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日本には約 2カ月間，本学と東大へ留学生として来日したものである。かつて筆者がカセ

サ大学を訪問した時，水産学部長チンダ ・ティ エメー博士とチョンプリ地方のシーラチャ

ー海岸へ採集旅行をしたが，その折同行した既知の人である。女史は国立医大薬学部を卒

業後，先年アメリカのミシガン大学へ留学した時は動物学方面も研究された博学の土で英

会話もうまく ，現在はカセサ大学で水産植物学を担当している。本学滞在中は主として持

参したタイ国の海穣類を WEBERV AN BOSSE のリストにもとづき研究した。この間タ

右より喜田，激木，カーン，上野，谷口の各氏

(三重県立大学水産学部にて)

イ国の海滋について興味ある話題を我々に提供し，努jcに梅醤菜(中国よりの密輸入のもの)

アマノリ (自生の大きなもの)， トゲイギス(袋泉を有するもの)などを興味深く観祭する

ζとが出来た。タイ国でも南方の人々はオゴノリ ，イワヅタ， ノリなどの海E菜類を食用と

する由であるが食べ方は我々と異なるものがある。オゴノ リやイワヅタは生のままで，胡

椴，νモン，ニ ンニクを加えた Shrimppasteを半流動体にひきつぶしたものにつけて食

べ，叉，ノリは生のまま，或いは目先で乾燥し，木炭で焼き，水煮したり，豚肉とスーフ。

に入れたりして食べるとのことであった。 ラッパモクの名を教えた時突然爆笑したのには

驚いた。ラッパという発音はタイ国ではタコを意味するとのζとである。

なお，タイ国には8つの国立大学があるのみで私立大学は lつもないとのζとであった。

滞在中鳥羽，国崎，長島方面への採集旅行，白子の海苔場見学，岐阜県山岡町の寒天研

究所及び工場見学など盛り沢山のフ。ログラムを終了して12月中旬夫君(タイ国内務省官吏〉

と共に帰国した。
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新 著 車百 介

農学博士 林 金 雄・岡 崎 彰 夫共著

「寒天ハンドブック」

(A5版， 噸， ム500円うも琳(〒書剛院発行)¥/ 
図版155点，写真56点，

寒天の総てを知る上に極めて便利な単行本で，寒天に関するあらゆる知識を集大成した

力作である。内容は「概説」として寒天の歴史，寒天の定義にはじまり「原藻編Jr製造

編Jr理化学編Jr経済編Jr検査と規格編Jr資料編」に分かれているが，それぞれの

項目を更に後述の如く細分し，極めて詳細に高度の知識を紹介し，又貴重な多数の資料と

統計とが提供されている。即ち「原藻編」に於いては寒天原藻の分類，方言と取引名，生

産・分布・品質， 採取，乾燥および梱包，増殖および養殖，漁場権と漁場，流通につい

て. r製造編」に於いては，角寒天，細寒天，工業寒天のそれぞれにつき製造上の諸要件

を. r理他学編」に於いては，まず"寒天の化学"として原潔と寒天について化学的見地か

ら詳述，更に寒天の商品価値決定の重要要素である"寒天の物性"を固体， ソツレ，ゲ/レの 3

つの状態に分けて述べ. r経済編」では天然寒天と工業寒天を含めた寒天工業の経済事情

と各種資料を整理記述し，併せて寒天の用途の概要が示されている。 r検査と規格編」で

は，原藻と寒天の検査および規格について詳細説明あり. r資料編」では寒天産業にとっ

て極めて重要な，原藻および寒天に関する諸種資料が提供されている。

通覧してA5版. 530頁余に細かい文字でぎっしりつまったその内容の豊富さに鰭き，

又それが極めて手ぎわよく親切にまとめられていることに敬服した。目次および索引もよ

く整備されていて便利である。税学的な叙述の中に興味深い資料や写真をはさみ，海外の

例も示されている。現時点に於いては， 寒天に関してこれ以上精致な・内容は考えられま

い。これ実に，多年寒天の研究に従事してこられた林博士と，多年農林省，水産庁にあっ

て実際に原護，寒天を取扱い，研究してこられた小生の賢兄岡崎氏の努力の賜である。生

物学者，化学者，水産学者に学問上の参考(特に寒天についての専門外の知識を得るのに

便利)となるは勿論，原藻採取業者，寒天製造業者，文，食品寒天業者など寒天に関する

実務にたずさわる人々にとっても極めて有益なハンドブックである。

巻末の61頁におよぶ広告も極めて興味深い。寒天に関する業者が，かくも多数あるかと

一驚する。又この種の単行本は世界でも類例がないので，英文版が出来，外国迄紹介され

るよう期待したい。(三重県立大学水産学部 瀬木紀 男 )
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第12回 太平洋会議関連海藻採集祢行実施のおしらせ

昭和46年8月18日から同 9月3日まで，オーストラリヤのキャンベラ市で開催される太

平洋会議の終った後，海藻採集旅行が下記の通り計画されました。期間は8日間。コース

はキャンベラからオーストラリヤアノレプス山脈を経てメノレボノレンに到り， ここから海岸沿

いに終着のアデレイド迄採集。会費はオーストヲリヤドノレで約120ドノレ。 申込先:Dr. H. 

B.S. Womersley， Department of Botany， Universi・tyof Adelaide， Adelaide， South 

Australia 5001， Australia. 

品主"

でf"

会

.6. 

= 
員

録 事

移 動

(昭和45年4月1日より昭和45年7月31日まで)

新入会 (10名)

住所変更 (23名)
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退会 (2名)

Library， University College of TownsviIle， 福井県立小浜水産高校

藻類 18巻 1号正誤表

頁 f子 誤 正

13 上2 する互阜 する阜エ

22 上8 Merimos pedia Merismo pedia 

25 下13 Nedium Neidium 

46 上11 University of Tokyo (あとへ)(3)1968，(4)1969

裏表紙ヒヲキ 昭和当年度役員 昭和i2年度役員



投稿規定

'会員言語君から大体次の察柄を御含みの上投稿を期待します。

1. l!薬類に関する小論文，綜説， 論文抄録雑録等(和文とする。但し外国会員は

この|渡りではない)。

2. 原稿掲設の取捨，掲哉の順序，体裁及び校正は役員会に一任のこと。

3. 別別の費用は著者負担とする。 但し小論文，綜説，総合抄録に限りその50部分

の資用は学会で負担する。

4. 小論文，綜説， 総合抄録は平仮名混り ， 級建き 400 字詰原稿用紙12枚1~， ~英

の他は同上6枚位迄を限度とし図版等のスペ{スは此の内に合まれるI。

尚小論文，綜説に限l]，欧文題目及び本文半頁以内の欧文摘要を付けるとと，欧文

は成るべく ，英，・独語を用いるとと。

声 文献引用形式は次の通り。うど献はおわりに一括し，引用順lこ番号をつけ，本文

中の引用個所に 112)のように肩書きすること。形式は次の例にならうとと。

{9IJ 1) Iyengar， M. O. P. (1940) On the formation of gametes in Caulerpa. .Tour. 

Ind. Bot. Soc.， 18 : 191 -194. 

2) Fritsch， F. E. (1965) Structure and reproduction of the algae.1. Cambridge 
佳---

Univ. Press， London. 

3) H虫主iS. H. and Pro~~oJ.i è L. (1951) Th(o! phytofJagell山 s.1n Biochemi竺ry

an，9 physi豆2笠口上jJro~竺oa (A. Lャoff，ed.). Acad. P恥r悶es眠 NewYork 2幻i-

128. 

尚学会に関する通信は，神戸市神戸大学理学部生物学教室内本会庶務，会計又は編

集幹事宛とし幹事の個人名は一切使用せぬよう注窓のこと。
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